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厅 


その 昔 こ の 広い ぃ 北海道 は , 私 た ちの 先祖 の 自由 の 天地 で あり まし 
た . 天真 畑 漫 な 稚児 の 様 に , 美しい 大 自然 に 抱擁 きれ て の ん びり と 楽 
し く 生 活 し て いた 彼 等 は , 真 に 自然 の 軍 児 , な ん と いう 幸福 な 人 だ ち 
で あっ た で し ょ う . 


那 时 这 片 广阔 的 北海 道 ， 是 我 们 先 依 的 自由 天 地 。 他 们 束 像 天 真 烂 
漫 的 幼儿 一 样 被 美丽 的 大 自然 环抱 ， 您 几 、 和 舒适 、 快 乐 地 生活 。 他 们 是 
真正 的 上 自然 的 宠儿 ， 他 们 是 多 么 笠 福 的 人 啊 ! 


冬 の 陸 に は 林野 を お お う 深 雪 を 蹴っ て , 天地 を 凍ら すす 寒気 を 物 と 
も せ ず 山 叉 山 を ふみ 越え て 態 を 狩り , 夏 の 海 に は 涼風 泳ぐ みどり の 
波 , 白い 隅 の 芝 を 友 に 木の葉 の 様 な 小舟 を 浮 べ て ひね も す 魚 を 漁り , 
花咲 く 春 は 軟らか な 陽 の 光 を 浴び て , 永久 に 只 ず る 小鳥 と 共に 歌い 暮 
し て 牙 と り 進 摘み , 紅葉 の 秋 は 野 分 に 穂 揃う か すす き を わけ て , 胃 ま で 
鮭 と る 箸 も 消え を , 谷間 に 友 呼 ぶ 鹿 の 音 を 外 に , 円 か な 月 に 夢 を 結ぶ . 
鳴 呼 な ん と いう 楽し い 生 活 で し ょ う . 平和 の 境 , それ も 今 は 昔 , 夢 は 
破れ て 幾 十 年 , この 地 は 急速 な 変転 を な し , 山野 は 村 に , 村 は 町 に と 
次 第 々 々 に 開け て ゆく . 


冬天 ， 他 们 踢 踏 厦 大 地 上 和 窗 盖 林子 的 深 雪 ， 无 视 漫 天 的 宕 气 ， 翻 山 
越 岭 去 狩猎 大 能 ， 夏 天 ， 他 们 在 海里 摇 沪 着 如 树叶 般 的 小 六， 海上 闵 风 
吹 来 ， 丰 波 荡 注 ， 伴 以 白 欧 的 歌声 终日 渔猎 春天， 他 们 在 花 开 时 沐浴 
和 柔和 的 阳光 ， 和 鸣叫 不 停 的 小 乌 一 块 儿 歌唱 ， 采 蓝 摘 秆 ， 快 乐 生活 ， 秋 
天 ， 叶 红 之 时 ， 他 们 拨 开 原野 中 长 出 齐 穗 的 疡 章 ， 直 到 宵 夜 来 临 ， 为 捕 


鮭 負 面 生 的 養 火 粉 火 后 , 返 回 住所 , 所 者 外面 山谷 中 小鹿 呼 喚 朋 友 的 喝 
叫 声 入 眠 ， 将 目 己 的 梦 系 往 天 上 圆 圆 的 明月 。 啊 ， 这 是 多 么 快乐 的 生活 
啊 ! 但 这 平和 的 环境 ， 也 在 过 去 的 梦 约 破灭 几 十 年 后 ， 随 着 这 片 土地 的 
急速 变迁 而 无 法 回归 ， 在 这 片 土地 上 ， 山 野 陆 续 变 成 了 村 庄 ， 村 庄 又 陆 
续 变 成 了 城镇 。 


太古 な が ら の 自然 の 姿 も 何時 の 間 に か 影 導 れ て , 野辺 に 山辺 に 
嬉々 と し て 暮し て いた 多く の 民 の 行方 も 赤い ず こ . 僅か に 残る 私 た ち 
同族 は , 進み ゆく 世 の さ ま に た だ 驚き の 眼 を みはる ば か り . し か も る そ 
の 眼 か ら は 一 挙 一 動 宗 教 的 感 念 に 支配 され て いた 昔 の 人 の 美しい 魂 の 
輝き は 失わ れ て , 不安 に 充ち 不平 に 燃え , 鈍り くら ん で 行 手 も 見 わか 
ず , よそ の 御 慈 甘 に す が ら ね ば な ら ぬ , あさ まし い 姿 , お お 亡 び ゆく 
ED それ は 今 の 私 た ちの 名 , な ん と いう 悲し い 名 前 を 私 た ち は 
持っ て いる の で し ょ う . 


久远 的 上 自然 之 貌 不 知 什么 时 候 已 模糊 于 人 们 的 记忆 中 ， 曾 经 在 原野 
山 边 纵情 嬉戏 的 原 住 民 已 无 影 无 踪 。 仅 剩 少许 我 们 的 族人 ， 不 断 地 对 这 
发 展 中 的 土地 上 的 景象 惊奇 地 瞪 大 上 眼睛。 而且， 他 们 的 眼神 中 ， 已 经 没 
有 了 过 去 那 种 一 举 一 动 时 部 满 合 着 的 ， 受 宗教 支配 而 生出 的 那 种 虔诚 
感 ， 过 去 族人 们 美丽 的 灵魂 之 光 已 经 失去 ,他们 的 眼中 充满 不 安 ， 侍 悦 
不 平 ， 饱 仿 钝 感 而 又 上 暗黑 无 助 ， 不 知 上 自己 该 去 的 方向 。 他 们 不 得 不 依赖 
于 周围 的 人 发 出 的 一 些 慈 莫 心 ， 看 他 们 可 怜 的 模样 吧 ， 这 是 个 即将 消亡 
的 种 族 啊 .…...， 但 这 即 是 现在 我 们 的 名 字 ， 我 们 现在 拥有 的 ， 是 一 个 多 
么 可 慕 的 名 字 啊 ! 


その 昔 , 幸福 な 私 た ちの 先祖 は , 自分 の この 郷土 が 未 に こう し た 
惨め な あり さま に 変 ろ うな ど と は , 串 ほ ども 想像 し 得 な か っ た の で あ 
り ま し ょ う . 


那 时 ， 我 们 幸福 的 先祖 们 ， 绝 不 会 想到 上 自己 的 乡土 ， 到 头 来 竟 会 变 
成 这 般 姜 惨 模 样 吧 。 


時 は 絶え ず 流れ る , 世 は 限り な く 進 展 し て ゆく . 激しい 競争 場 神 
に 敗残 の 本 を さら し て いる 今 の 私 た ちの 中 か ら も , いつ か は , 二 人 三 
人 で も 強い も の が 出 て 来 た ら , 進み ゆく 世 と 歩 を な ら べ る 日 も , や が 
て は 来 ま し ょ う . それ は ほん と うに 私 た ちの 切な る 望み , 明 暮 祈っ て 
いる 事 で 御座 いま す . 


時 同 不 断 流 逝 , 時 世 友 展 不 停 。 在 激烈 的 荒 争 中 不断 惨敗 、 同 砲 百 
出 的 我 们 这 些 人 中 ， 什么 时 候 也 能 出 现 两 三 个 历 害 人 物 的 话 ， 那 我 们 能 
和 这 个 发 展 中 的 世界 齐头并进 的 一 天 ， 终 完 会 来 到 吧 。 这 个 真 的 是 我 们 
切切 的 期 望 ， 是 我 们 从 早 到 晚 不 断 祈 求 看 的 事情 。 


CHE 愛す る 私 た ちの 先祖 が 起伏 す 日 頃 互 い に 意 を 通ずる 為 
に 用 いた 多く の 斉 語 , 言い 古 し , 残し 伝え た 多く の 美しい 斉 葉 , それ 
ら の も の も みん な 果敢 な く , 亡 び ゆく 弱き も の と 共に 消失 せ て し まう 
の で し ょ うか . お お それ は あま り に いた まし らい 名 残惜し い 事 で 御座 い 
ます . 


但 是 ， 我 们 可 爱 的 先祖 在 日 常 起 居中 为 互通 情意 而 使 用 的 很 多 言 
语 ， 它 们 古韵 悠然 ， 是 我 们 传承 至 今 的 美丽 语言 ， 难 道 连 这 些 语言 都 会 
失去 主见 ， 和 使 用 它们 的 即将 消亡 的 老 弱 者 们 一 起 消失 吗 ? 啊 啊 ， 那 是 
多 么 令 人 痛心 、 必 惜 的 事情 啊 ! 


アイ ヌ に 生れ アイ ヌ 語 の 中 に 生 い た っ た 私 は , 雨 の 省 , 雪 の 夜 , 
暇 あ る 毎 に 打 集 っ て 私 た ちの 先祖 が 語り 興じ た いろ いろ な 物語 の 中 極 
く 小 き な 話 の 一 つ 二 つ を 抽 な い 筆 に 書 連 ね まし た . 


生 于 阿 依 努 ， 在 阿 依 努 语 中 长 大 的 我 ， 将 我 每 每 于 雨夜 、 雪 莫 之 中 
的 空 亲 时 间 里 所 搜集 到 的 ， 我 们 的 移 祖 兴味 亚 然 地 讲述 的 诸多 故事 中 极 
短 的 一 两 篇 ， 以 我 的 拙劣 之 笔 ， 串 成 了 如 此 一 书 。 


私 た ち を 知っ て 下さ る 多く の 方 に 読ん で いた だ く 事 が 出来 ます な 


ら ば , 私 は , 私 た ちの 同族 祖先 と 共に ほん と うに 無限 の 喜び , 無 上 の 
幸福 に 存じ ます . 


这 本 书 夺 能 有 洱 被 众多 知晓 我 们 存在 的 读者 们 读 到 ， 我 将 会 和 我 们 
同族 祖先 一 块 儿 ， 真 切 地 感到 无 限 的 喜悦 、 无 上 的 幸福 。 


Sit の 抽 っ 用 | 
知 里 幸 惠 
一 九 二 二 年 三 月 一 日 
知 里 幸 惠 
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何 岗 神 吟 唱 的 歌谣 “ 银 砂 下 来 下 来 这 边 落 ” 


「 銀 の 滴 降 る 降る まわ り に , 金 の 滴 降 る 降る まわ り に . | と いう 
歌 を 私 は 歌い な が ら 流 に 沿っ て 下り , 人 間 の 村 の 上 を 通り な が ら 下 を 
眺め る と 昔 の 貧乏 人 が 今 お 金 持 し な っ て いて , 昔 の お 人 金 持 が 今 の 貧乏 
人 に な っ て いる 様 で す . 


“ 银 砂 下 来 下 来 这 边 落 ， 金 砂 下 来 下 来 这 边 落 。” 我 一 边 唱 着 歌 一 边 
治 河道 下 流 方 同 飞 去 ， 飞 过 人 们 住 的 村 子 上 空 时 问 下 望 了 望 。 好 像 这 村 
子 里 的 人 ， 过 去 贫穷 的 变 得 富有 了 ， 过 去 证 有 的 变 得 贫穷 了 。 


海辺 に 人 間 の 子供 た ち が お も ちゃ の 小弓 に お も ちゃ の 小 矢 を も っ 
て あそん で 居り ます . 


海边 ， 这 些 人 的 孩子 们 正 拿 着 玩具 小 号 和 小 箭 玩 得 不 亦 乐 乎 。 


[ 銀 の 滴 降る 降る まわ り に , 金 の 滴 降 る 降る まわ り に . | と いう 
歌 を 歌い な が ら 子 供 等 の 上 を 通り ます と , (子供 等 は ) 私 の 下 を 走り 
な が ら 云 うこ と に は , 


“ 银 砂 下 来 下 来 这 边 落 ， 金 砂 下 来 下 来 这 边 落 。” 我 唱 着 这 首 歌 经 过 
孩子 们 上 空 时 ， 他 们 边 跟 在 我 的 下 面 跑 ， 边 喷 喷 道 : 


[美しい 烏 ! 神様 の 鳥 ! さあ , 矢 を 射 て , あの 鳥 神様 の 鳥 を 射 当 
て た も の は , 一 ば ん さき に 取っ た 者 は ほん と う の 勇 者, ほん と う の 強 
者 だ ぞ . |] 


“が 真 漂 売 ! 像 神 一 样 的 马 ! 嗯 那个， 我 们 射箭 吧 ， 射 中 那 只 乌 ， 而 


且 最 先 拿 到 它 的 人 ， 是 我 们 这 里 面 真正 的 勇士 ， 真 正 的 强 者 ! * 


云い な が ら , 昔 貧乏 人 で 今 お 金 持 に な っ て る 者 の 子供 等 は , 金 の 
小弓 に 金 の 小 矢 を 番 え て 私 を 射 ま す と , 金 の 小 矢 を 私 は 下 を 通し た り 
上 を 通し た り し まし た . 


之 前 贫穷 现在 富有 的 人 们 的 小 该， 边 这 样 叫 着 ， 边 拉 开 人 金属 小 与 搭 
上 人 金属 小 荫 射 癌 我 。 金 属 小 箭 在 我 的 上 面 下 面 不 断 飞 过 。 


その 中 に , 子供 等 の 中 に 一 人 の 子供 が た だ の (木製 の ) 小弓 に た 
だ の 小 矢 を 持っ て 仲間 に は いっ て いま す . 私 は それ を 見 る と 貧乏 人 の 
子 ら し く , 着物 で も それ が わか り ま す . けれ ども その 眼 色 を よく 見 る 
と , えら い 人 人 の 子孫 らし く , 一 人 変り 者 に な っ て 仲間 入り を し て いま 
す . 自分 も た だ の 小弓 に た だ の 小 矢 を 番 え て 私 を ね らい ます と , 昔 貧 
芝 人 で 今 お 金 持 の 子供 等 は 大 笑い を し て 云う に は , 


这 些 孩 子 中 ， 有 一 个 孩子 只 古 拿 着 木 制 小 号 和 小 箭 站 在 中 间 。 我 一 
看 就 知道 他 是 穷人 家 孩子 ， 从 他 罕 的 衣服 就 知道 了 。 但 细 细 看 他 的 眼 
神 ， 却 像 是 伟大 人 物 的 后 代 ， 让 他 在 这 群 孩 子 中 显得 与 众 不 同 。 当 他 也 
拉 开 小 乌 搭 上 小 第 上 晃 准 我 时 ， 先 前 贫穷 现在 富有 的 人 的 孩子 们 大 突 道 : 


[あら お か し や 貧乏 の 子 , あの 鳥 , 神様 の 島 は 私 た ちの 金 の 小 矢 
で も お 取り に な ら な いも の を , お 前 の 様 な 貧乏 な 子 の た だ の 矢 腐れ 木 
の 矢 を あの 鳥 , 神様 の 鳥 が よく よく 取る だ ろう ょ . ] 


“了 胶 呀 蚜 真 奇怪 ， 穷 小 子 ， 那 只 神 一 样 的 马 连 我 们 金属 做 的 币 孝 不 
接 三 ， 难 道 会 老实 接 你 这 个 穷 小 子 的 木头 箭 ? 你 这 个 穷 得 只 能 用 朽木 做 
出 的 箭 ， 那 只 神 乌 会 老 老实 实地 接 住 才 怪 ! ” 


と 去っ て , 貧し い 子 を 足 蹴 に し た な た り た た いた り し ます . けれ ども 
負 乏 な 子 は ちっ と も 構わ ず 私 を ね ら っ て いま す . 


他 们 边 说 边 对 这 个 穷 小 子 拳 打脚 踢 。 但 这 个 穷 小 子 一 扣 儿 也 不 在 
乎 ， 只 是 专心 致 志 地 将 稍 瞄 准 我 。 


私 は その さま を 見 る と , 大 層 不 個 に 思い まし た . 
我 看 到 这 个 景象 ， 觉 得 他 非常 可 怜 。 


「 銀 の 滴 降 る 降る まわ り に , 金 の 滴 降る 降る まわ り に . | と いう 
歌 を 歌い な が ら ゆ っ くり と 大 空 に 私 は 輪 を を が いて いま し た . 貧乏 な 
子 は 片足 を 遠く 立て 片足 を 近く た て て , 下 居 を グッ と 噛み し め て , ね 
ち : つ で で ひょう と 有馬 放し まし た 、 小さ 0 人 矢 は 美しく ぐ 飛 ん で 私 の 方 へ 
来 ま し た , それ で 私 は 手 を 差し の べ て その 小さ い 矢 を 取り まし た . 


“ 银 砂 下 来 下 来 这 边 落 ， 金 砂 下 来 下 来 这 边 落 。” 我 边 唱 看 歌 边 在 空 
中 慢 慢 地 夯 出 一 个 圆圈 。 穷 小 子 将 一 条 腿 向 后 近 开 ， 男 一 条 腿 和 向 前 挪 
文 撑 喘 体 ， 紧 咬 下 展 ， 张 己 搭 箭 有 瞄准 我 后 ， 听 地 一 声 将 箭 射 出 。 小 小 的 
和 荫 划 出 优美 的 弧 线 飞 到 我 身边 ， 于 是 我 伸 出 手 来 将 这 文 小 箭 接 下 了 。 


クル クル まわ りな が ら 私 は 風 を きっ て 抑 い 下り まし た . する と , 
彼 の 子供 た ち は 走 っ て 砂 吹 雪 を た て な が ら 競 争 し まし た . 土 の 上 に 私 
が 落ち る と 一 し ょ に , 一 等 先 に 貧乏 な 子 が か けつ いて 私 を 取り まし 
je 


我 团团 打转 破 空 落下 。 于 是 他 们 这 些 孩 子 和 争先 似 后 地 回 我 跑 来 ， 脚 
后 跟 后 面 扬 起 沙土 。 我 刚 落 到 地 面 ， 穷 小 子 就 第 一 个 赶 来 把 我 拿 了 起 
来 。 


する と , 昔 貧 逐 人 で 今 は 金 持 に な っ て る 者 の 子供 た ち は 後 か ら 
坦 う で 米 で 三 士 天 三 ず も 玩 目 を つい て 食え みす を 押し た り た だ た たい たり 
「 に くら し い 子 , 貧乏 人 の 子 , 私 た ち が 先 に し ょ よう と する 事 を 先がけ 
し や が っ うっ て 、」 


待 过 去 贫穷 现在 富有 的 人 的 孩子 们 跑 来 后 ， 他 们 就 不 断 齐 转 、 推 
操 、 殴 打 这 个 穷 小 子 ， 并 叫 道 :;“ 可 恶 的 家 伙 ， 本 应 该 我 们 占 先 的 ， 被 
你 这 个 穷 小 子 抢 了 去 ! ” 


自分 四 腹 柜 
し っ か り と 私 を 押え て いま し た . 


他 们 这 样 说 ， 穷 小 子 就 将 号 子 倾 问 我 ， 并 将 我 牢 牢 地 揭 在 目 己 的 肚 
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も が いて も が いて や っ と の 事 , 人 の 隙 か ら 飛 び 出 し ます と , それ 
か ら , どん どん か け 出 し まし た . 昔 は 貧乏 人 で 今 は 金 持 の 子供 等 が 石 
や 木片 を 投げ つけ る けれ ど 貧 乏 な 子 は ちっ と も 構わ ず 砂 吹雪 を た て な 
が ら か け て 来 て 一 軒 の 小屋 の 表 へ 着き まし た . 子供 は 第 一 の 賀 か ら 私 
を 入れ て , それ に 言葉 を 添え , 新々 の あり さま を 物語 り ま し た . 


我 挣扎 来 挣 扎 去 ， 终 于 从 人 颖 中 飞 了 出 去 ， 又 继续 往 前 飞 了 好 一 阵 
儿 。 那 些 过 去 贫穷 现在 富有 的 人 的 孩子 们 一 个 劲 儿 地 加 我 投掷 石头 呀 木 
片 呀 什么 的 ， 但 穷 小 子 一 点 儿 也 不 理会 ， 只 管 脚 后 跟 扬 起 沙土 跟随 我 跑 
来 ， 和 我 一 起 来 到 了 一 座 小 屋 的 门 前 。 小 孩 打开 了 第 一 同窗 子 让 我 进 
去 ， 然 后 说 话 给 我 听 ， 这 个 那个 地 给 我 讲 了 一 些 家 里 的 情况 。 


家 の 中 か ら 老 夫婦 が 眼 の 上 に 手 を か ざし な が ら や っ て 来 て 見 る 
と , 大 へ ん な 貧乏 人 で は ある けれ ども 紳士 らし い 浅 女らしい 品 を そ な 
えて いま す , 私 を 見 る と , 腰 の 央 を ギックリ 届 め て , ビッ クリ し まし 
人 大- 


家 中 的 老夫 妇 把 手 搭 在 眼皮 上 方 踏 吕 而 来 。 看 他 们 的 样子 ， 虽 然 是 
穷人 却 各 有 绅士 和 淑女 的 风度 ， 看 到 我 后 ， 他 们 俩 咯 嘲 一 声 弯 下腰 仔 细 
确认 ， 吓 了 一 跳 。 


孝 人 は キチ ン と 帯 を し め 頁 し て , 私 を 拝 し 
老人 将 衣 上 融 重 新 系 了 一 过 ， 仪 容 端庄 地 加 我 拜 了 一 礼 ， 说 道 : 


「 ふ くろ う の 神 様 , 大 神様 , 貸し い 私 た ちの 粗末 な 家 へ お 出 で 下 
さい まし た 事 , 有難 う 御 座 い ます . 


“ 介 赐 神 大 人 ， 没 想到 大 神 大 人 竟 能 光临 我 们 这 个 贫贱 之 家 ， 真 的 


万 分 感谢 ! 


昔 は , お 金 持 に 自分 を 数 え 入 れる ほど の 者 で 御座 いま し た が 今 は 
も うこ の 様 に つま ら な い 貧 乏 人 に な り ま し て , 国 の 神様 大 神様 を お 泊 
め 申 す も 長 れ 多 い 事 な が ら 今 日 は も う 日 も 暮れ まし た か ら , 今 胃 は 大 
神様 を お 泊め 申し 上 げ , 明日 は , た だ イナ ウ だ け で も 大 神様 を お 送り 
申し 上 げ ま し ょ う . 」 と いう 事 を 申し な が ら 何 刀 も 何 通 も 礼拝 を 重ね 
まし だ 。 


过 去 ， 我 们 还 算是 一 个 是 裕 人 家 ， 但 现在 已 变 成 了 一 个 微不足道 的 
贫穷 破 落户 ， 想 请 国之 大 神 大 人 您 住 进 我 家 我 觉得 非常 对 不 住 您 ， 但 因 
今天 天 色 已 晚 ， 就 委屈 大 人 您 暂且 住 下 ， 待 到 明天 ， 即 便 只 有 木 币 三 我 
也 会 将 大 神 大 人 您 好 好 送 回 。” 他 这 样 说 着 ， 期 间 又 癌 我 拜 了 好 几 次 
礼 。 


老 婦 人 は , 東 の 鶴 の 下 に 敷物 を し いて 私 を そこ へ 買 き まし た . そ 
れ か ら み ん な 寝る と 責 ぐ に 高い びき で 寝 入っ て し まい まし た . 


老 妇 人 在 屋内 东 侧 窗 下 .三 铺 好 铺盖 ， 把 我 安置 在 上 面 ， 然 后 大 家 即 
去 休息 了 ， 不 一 会 儿 就 有 人 高 声 打 起 呼噜 睡 着 了 。 


私 は 私 の 体 の 耳 と 耳 の 間 に 和 條 っ て いま し た が や が て , ちょ うど , 
真夜 中 時 分 に 起き 上 り ま し た . 


我 坐 在 我 身体 的 两 耳 之 间 睡 觉 三 ， 一 段 时 间 后 ， 正 好 半夜 时 分 时 我 
醒 了 ， 站 了 起 来 。 


[ 銀 の 滴 降 る 降る まわ り に , 金 の 滴 降 る 降る まわ り に . 」 と いう 
歌 を 静か に うた いな が ら こ の 家 の 左 の 座 へ 右 の 座 へ 美しい 音 を た て て 
飛び まし た . 


i NAIL ”我 边 小 声 唱 着 歌 ， 
边 从 这 个 家 的 左 座 飞 往 右 座 三， 翅膀 不 断 地 拍打 出 悦耳 的 啊 声 。 


私 が 羽ばたき を する と , 私 の まわ り に 美しい 宝物 , 神 の 宝物 が 美 
し い 音 を た て て 落ち 散り まし た . 


我 一 牛 起 勝 , 身辺 就 有 美 陣 的 、 神 的 宝物 町 吟 一 声 候 空中 挿 下 。 


一 寸 の うち に , この 小さ い 家 を , りっぱ な 宝物 , 神 の 宝物 で 一 
い に し ま し た . 


不 一 会 儿 ， 我 就 用 华丽 的 、 神 的 宝物 将 这 个 小 家 塞 得 满 满 的 。 
[ 銀 の 滴 降 る 降る まわ り に , 金 の 滴 降 る 降る まわ り に . 」 
“ 银 砂 下 来 下 来 这 边 落 ， 金 砂 下 来 下 来 这 


と いう 歌 を うた いな が ら こ の 小さ い 家 を 一 寸 の 聞 に か ね の 家 , 大 
き な 家 に 作り か を て し まい まし た , 家 の 中 は , りっぱ な 宝物 の 積 場 を 
作り , りっぱ な 着物 の 美しい の を 早 つ くり し て 家 の 中 を 飾り つけ まし 
た 。 


我 唱 着 歌 ， 没 用 多 久 就 把 这 个 小 家 变 成 了 一 个 金 银 之 家 ， 一 个 大 富 
之 家 。 我 还 在 家 中 尽 了 一 个 地 方 专门 放 宝 物 ， 又 做 了 些 华丽 的 衣服 和 人 饰 
品 ， 把 家 里 打扮 了 一 个 遍 儿 。 


富豪 の 家 よ ょ より も も っ と りっぱ に この 大 き な 家 の 中 を 飾り つけ まし 
た . 私 は それ を 終る と も と の まま に 私 の 表 の 耳 と 耳 の 問 に 下っ て いま 
し た . 


我 将 这 个 已 然 大 语 的 家 打扮 得 比 大 富豪 的 家 更 加 气派 。 做 完 这 些 ， 
我 又 恢复 之 前 的 姿势 ， 坐 在 我 甲骨 的 两 耳 之 间 。 


家 の 人 た ち に 有 夢 を 見 せ て , アイヌ の ニシ パパ が 運 が 悪く て 貧乏 人 に 
な っ て 彰人 資 多 人 で 今 お 人 金 持 だ な っ て いる 考 た ち ば か に さき され だり GL 
め ら れ た り し て る さま を 私 が 見 て 不 憎 に 思っ た の で , 私 は 身分 の 挿し 
いた だ の 神 で は な い の だ が , 人 間 の 家 に 泊っ て , 恵 ん で や っ た の だ と 
いう 事 を 知ら せま し た . 


另外 我 托 梦 给 这 家 人 们 ， 告 知 了 他 们 这 样 一 件 事 : 阿 依 努 族 人 的 绅 
士 三 倒霉 沦落 为 穷人 ， 受 到 那些 过 去 贫穷 但 现在 富有 的 人 们 的 嘲弄 、 坎 
凌 ， 代 鹃 神 看 到 此 情景 觉得 这 个 绅士 可 怜 ， 何 钢 神 不 是 一 个 身份 低微 的 
小 神 ， 既 然 能 受 绅士 一 家 的 照顾 在 其 家 中 过 夜 ， 它 就 自愿 施展 神力 照顾 
他 们 一 家 人 。 


それ が 済ん で 少し た っ て 夜 が 明け ます と 家 の 人 々 が 一 し ょ に 起き 
て 目 を こす りこ すり 家 の 中 を 見 る と みん な 床 の 上 に 腰 を 抜か し て し ま 
いま し た . 老 婦 人 は 声 を 上 げ て 泣き , 老人 は 大 粒 の 源 を ポロ ポロ こ ば ぽ 
し て いま し た が , や が て , 老人 は 起き 上 り 私 の 処 へ 来 て , 二 十 も 三 十 
も 礼拝 を 重ね て , そし て 云う 事 に は , 「 た だ の 夢 た だ の 眠り を し た の 
es Sn TIL TRE 


托 梦 完毕 后 经 过 少许 时 间 天 就 完了 ， 家 人 一 块 儿 醒 来 ， 抒 了 几 次 眼 
译 ， 都 不 敢 相 信 昨 晚 发 生 的 事情 ， 确 定 是 事实 后 ， 全 被 吓 得 次 坐 在 地 板 
上 。 老 刀 人 大 声 身 泣 , 老人 也 基 眼 泊 大 頼 大 頼 地 往 下 揮 。 不 一 会 人, 老 
人 起 里 来 到 我 跟前 ， 几 次 三 番地 加 我 行礼 跪拜 ， 说 道 : “我 以 为 只 是 睡 
了 一 觉 ， 做 了 个 梦 ， 没 想到 ， 大 神 大 人 您 是 真 的 为 我 们 做 了 这 些 事 ! 


つま ら な いつ ま ら な い , 私 共 の 粗末 な 家 に お 出 で 下 さる だ け で も 
有難 く < 存じ ま す も の を 国 の 神様 , 大 神様 , 私 た ちの 不運 な 事 を 哀れ ん 
で 下さ いま し て お 恵み の うち に も 最も 大 きい お 恵み を いた だ きま し た 
事 。 | と 志 う 事 を 泣き な が ら 申 し まし た 。 


太 不 值得 ， 太 不 值得 了 ! 您 能 要 临 我 们 这 个 粗 赤 之 家 我 们 就 非常 满 
足 了 。 但 国之 神 ， 大 神 大 人 您 还 怜 悦 我 们 的 不 幸 ， 不 但 给 予 我 们 恩惠 ， 
而 且 是 恩惠 中 的 最 最 大 的 恩惠 啊 ! ”老人 已 这 不 成 声 。 


それ が ら 。 老人 は ほ は イ ナツ の を きり りっぱ な イナ ウツ ウ を 美しく 作 う っ 
て 私 を 飾り まし た . 


然后 ， 老 人 砍 了 些 树木 ， 做 了 华丽 的 木 币 饰 具 将 我 打扮 了 一 和 看。 


老 婦 人 は 身 仕度 を し て 小さ い 子 を 手伝わ せ , 新 を と っ た り 水 を 淡 
ん だ り し て , 酒 を 造る 仕度 を し て , 一 寸 の 間 に 六 つの 酒 構 を 上 座 に な 
ら べ まし た . 


老 妇 人 也 整理 好 着 装 ， 让 目 己 的 小 儿子 帮忙 ， 砍 荣 打 水 ， 准 备 本 
酒 ， 不 一 会 儿 就 将 六 个 酒 构 摆 在 了 上 座 方位 。 


それ か ら 私 は 火 の 老 女 , 老女 神 と 種々 な 神 の 話 を 語り 合い まし 
た . 一 日 程 た つと , 神様 の 好物 で すか ら は や , 家 の 中 に 酒 の 香 が 漂い 
SD 


之 后 的 空 林 時 同 里 我 就 和 送 家中 掌 管 火 的 老女 神 肢 天 , 相互 状 述 了 
其 它 各 个 神 的 故事 。 这 样 过 了 两 天 ， 家 里 面 就 驶 出 了 阵 阵 酒 香 ， 这 可 是 
神灵 们 也 者 喜欢 的 香气 ! 


そこ で , あの 小さ い 子 に 態 と 古い 衣 物 を 着せ て , 村 中 の 音 貧乏 人 
で 今 お 金 持 に な っ て いる 人 々 を 招待 する た め 使い に 出し て や り ま し 
た . の で 後見 送る と, 子供 は 家 毎 に 入っ て 使い の 上 を 述べ ます と 昔 


貧乏 人 で 今 お 金 持 に な っ て いる 人 々 は 大 笑い を し て 


随后 ， 这 家 人 故意 给 其 小 儿子 罕 上 古旧 过 时 的 衣服 ， 让 他 去 邀请 村 
里 以 前 贫穷 现在 是 裕 的 人 们 来 家 中 做 客 。 小 儿子 每 到 一 家 述说 过 来 意 
后 ， 他 们 这 些 以 前 贫穷 现在 富裕 的 人 们 将 其 送出 门 外 就 大 笑 道 : 


「 これ は ふし ぎ , 貧乏 人 ども が どん な 酒 を 造っ て どん な 御馳走 が 
あっ て その た め 人 を 招待 する の だ ろう , 行っ て どん な 事 が ある か 見 物 
し て 笑っ て や り ま し ょ う . | と 埋 い 合い な が ら 大 勢 打ち 連れ て や っ て 
来 て , ずーっと 遠く か ら , た だ 家 を 見 た だ け で 驚い て は ず か し が り , 
その まま 帰る 者 も あり ます , 家 の 前 まで 来 て 腰 を 抜か し て いる の も あ 
り ま す . 


“这 可 真是 不 可 思议 啊 ， 穷 光 集 们 这 是 做 了 什么 酒 ， 准 备 了 什么 好 
吃 的 来 招 每 我 们 呢 ? 我 们 去 看 看 好 好 曙 笑 他 们 一 看 吧 。” 一 伙 人 人 叫 叫 吐 
趾 ， 结 成 大 队 朝 穷 光 重 家 进发 ， 但 还 离 这 家 远 远 之 时 ， 有 人 只 看 到 其 豪 
华 的 外 观 融 觉 汗 颜 了 ， 有 人 直接 邱 头 回 目 己 家 了 ， 也 有 人 一 直 来 到 这 家 
门 前 ， 被 惊吓 得 次 倒 在 地 直 不 起 腰 来 。 


于 如 点 ， 家 中 夫人 太 外 八 出 忒 人 丝 外 手 奋 取 了 了 式 家 八 入 机 来 二， 
みん な いざ り 遣 いよ っ て 顔 を 上 げ る 者 も あり ませ ん . 


见 此 情景 ， 这 家 夫人 只 好 出 门 一 个 个 把 看 这 些 人 的 手 请 入 家 中 ， 但 
大 家 都 长 长 缩 缩 ， 不 敢 上 前 ， 连 一 个 抬 起 头 来 的 人 都 没有 。 


する と , 家 の 主 人 は 起き 上 っ て カッ コツ ウ 鳥 の 様 な 美しい 声 で 物 を 
言い まし た . 新々 の 訳 を 物語 り 


于 是 ， 家 中 的 老 主 人 就 起 喘 来 ， 用 郭 公 乌 一 样 美妙 的 声 首 ， 讲 述 了 
事情 的 因果 ， 双 说道 : 


「 こ の 様 に , 貧乏 人 で へ だ て な く 互 に 往来 も 出来 な か っ た の だ が 


大 神様 が あわ れん で 下さ れ , 何 の 悪 い 考 を えも 私 ども は 持っ て いま せん 
の で し た の で この 様 に お 恵み を いた だ きま し た の で すか ら 今 か ら 村 
中 , 私 共 は 一 族 の 者 な ん で すか ら , 仲 善 くし て 互 に 往来 を し た いと い 
う 事 を 皆様 に 望む 次 第 で あり ます . | と いう 事 を 申し 述べ る と , 人 々 
は 何 度 も 何 度 も 手 を すり あわ せ て 家 の 主 人 に 罪 を 謝 し , これ か ら は 仲 
ょ くす る 事 を 話し 合い まし た . 


“事情 就 是 这 样 ， 我 们 是 穷人 家 ， 难 于 无 隔 加 地 和 大 家 来 往 ， 如 今 
大 神 大 人 降临 ， 可 怜 我 们 ， 才 给 予 我 们 如 此 恩惠 。 我 们 没有 特别 的 意 
思 ， 就 是 想 我 们 同 为 一 村 、 一 族 的 人 ， 期 望 大 家 今后 能 友好 往来 ， 和 有 睦 
相处 。” 主 人 说 完 ， 大 家 几 番 合掌 谢罪 ， 承 诡 以 后 会 和 有 睦 往 来 。 


私 も みん な に 拝 さ れ ま し た . 
我 也 被 大 家 行礼 拜谢 。 


それ が 済む と , 人 は みな , 心 が 柔 らい で 盛ん な 酒宴 を 開き さま し 
こ . 私 は , 火 の 神 様 や 家 の 神 様 や 御 整 棚 の 神様 と 話し 合い な が ら 人 間 
こち の 舞 を 舞っ た り 躍 り を し た りす る さま を 眺め て 深く 興 が り ま し 
<. そし て 二 日 三 日 た つと 酒宴 は 終り まし た . 


事情 妥善 说 明 后 ， 大 家 心里 痢 没 了 负担 ， 开 始 了 盛大 的 酒宴 。 我 和 
家 中 火 神 、 家 神 、 御 币 棚 神 三 边 聊天 边 欣 赏 人 们 载歌载舞 的 样子 ， 觉 得 
非常 快乐 。 酒 肥 持 续 了 两 三 天 才 告 结束 。 


人 間 た ち が 仲 の 善い あり さま を 見 て , 私 は 安心 を し て 火 の 神 , 家 
の 神 , 御幣 棚 の 神 に 別れ を 告げ まし た . 


看 到 人 们 之 间 和 了 睦 相 处 的 情景 ， 我 放心 了 ， 于 是 告别 了 火 神 、 家 
神 、 御 市 棚 神 。 


それ が 済む と 私 は 自分 の 家 へ 帰り まし た . 


然后 我 回 到 了 上 自己 家 中 。 


私 の 来る 前 に , 私 の 家 は 美しい 御幣 美酒 が 一 ば い に な っ て いま し 
だ > 


在 我 到 家 之 前 ， 家 中 就 已 被 放 满 了 邦 眼 的 御 币 和 美酒 。 


それ で 近い 神 , 遠い 神 に 使者 を た て て 招待 し , 盛ん な 酒宴 を 張り 
まし た , 席 上 , 神様 た ち へ 私 は 物語 り , 人 間 の 村 を 訪問 し た 時 の その 
村 の 状況 , その 出来 事 を 詳し く 話 し ます と 神様 た ち は 大 そう 私 を ほめ 
だ で さま よし た だ 


我 就 派 使 者 去 请 远近 的 神灵 们 来 家 中 做 客 ， 摆 开 了 盛大 的 酒 竖 ， 席 
上 ， 我 辐 庄 神 详细 讲述 了 我 访问 人 类 村 子 时 的 状况 和 友 生 的 故事 ， 诸 神 
大 大 地 称赞 了 我 的 做 法 。 


神様 た ち が 帰 る 時 に 美しい 御幣 を 二 つ や り 三 つや り し まし た . 


当 他 们 返回 之 时 ， 我 义 送 了 他 们 每 位 两 三 条 麻 亮 的 御 币 。 


彼 の アイ ヌ 村 の 方 を 見 る と , 今 は も う 平 穏 で , 人 間 た ち は み ん な 
仲よく , 彼 の ニシ バ パ が 村 に 頭 に な っ て いま す , 彼 の 子供 は , 今 は も う 
成人 し て , 妻 も も ち 子 も 持っ て 父 や 母 に 孝行 を し て いま す , 何時 で も 
何時 で も , 酒 を 造っ た 時 は 酒宴 の は じ め に , 御幣 や お 酒 を 私 に 送っ て 
よこ し ます . 


现在 再 看 看 这 个 阿 依 努 村 子 ， 已 是 平和 安稳 的 状态 ， 人 们 相处 和 
睦 ， 先 前 那个 老 绅士 ， 现 已 成 为 村 人 的 首领 ， 他 的 孩子 也 已 成 人 ， 到 妻 
生子 ， 子 孙 们 都 同样 孝敬 父母 ， 不 论 何 时 ， 他 们 只 要 酿酒 设 袜 ， 开 宴 前 
定 会 送 与 我 御 币 和 美酒 。 


私 も 人 間 た ちの 後に 邊 し て 何時 で も 人 間 の 国 を 守護 っ て いま す . 


我 也 秉持 着 自己 的 本 分 稳 坐 人 们 的 后 方 ， 不 论 何 时 ， 一 直 守 护 着 人 
类 的 国度 。 


と , ふく ろう の 神様 が 物語 り ま し た . 


ー 一 以上 就 差 僧 嶋 神 所 大 的 故事 。 


1. 阿 依 努 疾 人 认为 乌 之 所 以 会 被 射 中 ， 是 因为 它们 想 要 那 只 箭 ， 所 以 伸 出 “ 手 ”， 即 翅膀 
来 接 。 

2. 木 币 为 阿 依 努 族 的 祭礼 用 有 具 。 

3. 阿 依 努 族人 将 临近 东 侧 窗户 的 座 视 为 上 座 。 


4. 阿 依 努 神 话 中 ， 乌 神 的 真 身 是 不 为 人 类 所 见 的 ， 乌 神 外 出 时 ， 要 身 着 甲骨 才能 被 人 
类 察觉 ， 此 处 的 身体 即 指 企 酋 所 罕 的 甲骨 。 

5. 从 上 座 侧 看 上 座 的 右 侧 为 右 座 ， 左 侧 为 左 座 ， 男 外 临近 西 侧门 口 的 座 为 下 座 。 座 的 
受 尊敬 程度 从 高 到 低 依次 为 上 座 、 右 座 、 左 座 、 下 座 。 

6. 这 个 “绅士 代 指 这 家 人 ， 因 以 前 富裕 时 他 们 是 绅士 ， 现 在 即便 贫穷 ， 也 还 保持 着 绅士 
气质 。 

7. 火 神 和 家 神 都 为 家 中 之 神 ， 火 神 为 老 女 神 ， 相 当 于 一 家 中 女 主 人 的 地 位 ， 家 神 相当 
于 一 家 中 男 主 人 的 地 位 ， 与 男女 主人 不 同 之 处 为 当 来 客 为 神灵 时 ， 由 火 神 和 家 神代 表 这 
个 家 招待 神灵 。 御 币 为 神道 祭祀 之 物 ， 御 币 棚 为 挂 放 御 币 的 用 具 ， 御 币 神 为 女性 ， 也 为 
家 中 之 神 。 


狐 が 自ら 歌っ た 謡 「 ト ワ ト ワ ト 」 
狐 吟 唱 的 歌谣 “ 狐 的 脚步 声 ” 


トワ トワ ト 
狐 的 脚步 声 


ある 日 に 海辺 へ 食物 を 拾い に 出かけ まし た . 石 の 中 ちゃ らち ゃ ら 
木片 の 中 ちゃ らち ゃ ら 行 き な が ら 自 分 の 行 手 を 見 た と ころ が , 海辺 に 
魚 が 寄 り 上 っ て 人 間 た ち が み ん な 盛 装 し て 海 寺 を ば 喜び 狂い 海 寺 を ば 
喜び 躍り , 肉 を 切る 者 運ぶ 者 が 行き 交 っ て , 重 立 っ た 人 た ち は 海 幸 を 
ば 謝 し 拝む 者 刀 を と ぐ 者 な ど 浜 一 ば い に 黒 く 見 えま す . 


有 一 天 我 去 海边 寻找 食物 。 我 在 石头 颖 中 扒 拉 扒 拉 ， 在 木片 堆 中 扒 
拉 扒 拉 ， 边 找 边 抬 眼 户 了 望 前 方 ， 友 现 海边 有 一 只 大 鲸鱼 搁浅 在 尾 上 ， 
在 它 周 围 人 们 正身 着 盛装 欢呼 省 路 着 三 。 其 中 有 切割 鲸鱼 肉 的 人 ， 有 搬 
送 稣 鱼肉 的 人 ， 来 往 交 错 ， 其 他 人 也 里 外 围 了 好 几 层 不 断 问 这 个 大 海味 
行礼 拜谢 ， 另 外 还 有 磨 刀 的 人 等 等 。 这 些 人 敢 贡 了 整个 海 兰 ， 黑 压 压 的 
一 片 。 


私 は それ を 見 る と 大 層 喜 びました . 


我 看 到 这 个 景象 后 十 分 兴奋 。 

[ 声 为 早 《 声 儿 己 八 着 区 少 L 志 外 中 办 访 黄 中 大 中 OO 太 ] と 
思っ て 「 ば ん ざー い ! ば ん ざー い 」| と 叫び な が ら ぁ ら 

“ 阿 , 我 得 赴 快 辻 去 , 不 疹 多少 , 能 分 到 一 勤 肉 就 好 了 。” 我 辺 想 辺 
高 呼 『 万 少 ! 万 少 !” 


石 の 中 ちゃ らち ゃ ら 木 片 の 中 ちゃ らち ゃ ら 行 っ て 行っ て , 近く へ 
行っ て 見 まし た らち っ と も 思い が け な か っ た の に 鯨 が 上 っ た の だ と ば 
か り 思 っ た の は 浜辺 に 犬 ども の 便所 が あっ て 大 き な 糞 の 山 が あり ま 
ず 。 それ を 人 胡 だ と 私 は 思っ た の で あり まし た 。 


二 十 我 喉 喉 地 跳 辻 右 天 , 嘆 蝶 喋 地 跳 江 木片 堆 , 華 近 了 華 近 了 , 
其 实 是 堆 成 山 一 样 的 狗 装 ， 是 那些 上 只 狗 们 把 这 里 当成 自己 的 厕所 了 。 


人 間 た ち が 海 許 を ば 喜ん で 躍り 海 主 を ば 喜び 獲 い 肉 を 切っ た り は 
こん だ り し て いる の だ と 私 が 思っ た の は か ら す ども が 糞 を つっ つき 業 
を 散ら し 散ら し その 方 へ 飛び この 方 へ 飛び し て いる の で し た . 


还 有 ， 我 本 以 为 是 人 们 在 为 这 个 海味 欢呼 ， 切 割 、 搬 送 它 的 情景 ， 
其 实 是 一 大 群 乌鸦 在 装 堆 上 叫 食 ， 挑 挑 拣 拣 ， 把 状 抛 酒 得 到 处 乱 飞 ， 而 
且 上 自己 也 这 里 飞 飞 ， 那 里 飞 飞 的 情景 。 

私 は 腹 が 立ち まし た . 


我 生气 了 ’ 心里 轧 自 己 道 : 


「 眼 の 圧 っ た つま ら な い 奴 , 眼 の 時 っ た 悪い 奴 , 尻尾 の 下 の 臭 い 
奴 , 尻尾 の 下 の 腐 っ た 奴 , お 尻 か ら や に の 出る 奴 , お 尻 か ら 汚 い 水 の 
出る 奴 , な ん と いう 物 の 見 方 を し た の だ ろう . ] 


“ 病 眼 腎 黒 的 農家 伏 , 两 眼 借 黑 的 坏 家 伙 ; 尾巴 下 面 只 哄 哄 的 家 
伙 ; 尾巴 下 面 烂 乎 乎 的 家 伙 ; 屁股 上 面 长 眼屎 的 家 伙 ; 屁股 里 面 出 脏 水 
的 家 伙 ! 你 到 底 是 怎么 把 这 些 东西 看 错 的 ! ” 


それ か ら ま た 石 の 中 ちゃ らち ゃ ら 木 片 の 中 ちゃ らち ゃ ら 海 の そば 
か ら 走 りな が ら 見 た と ころ が , 私 の 行 手 に 隷 が あっ て その 舟 の 中 で 人 
間 が 二 人 互 い に お 悔 み る を の べ て いま す , 


随后 ， 我 又 石头 颖 中 扒 拉 扒 拉 ， 木 户 堆 中 扒 拉 扒 拉 ， 边 治 着 海边 跑 
边 看 向 前 方 。 前 面 出 现 了 一 只 船 ， 船 里 面 有 两 个 人 正 拿 着 长 枪 ， 枪 尖 相 
抵 ， 反 复 收回 又 伸 出 ， 不 断 哀 居 独 的 样子 三 ， 


「 お や , 何 の 急 変 が ある の で ああ いう 事 を し て いる の だ ろう , も 
し や ゃ や 丹 と 一 し ょ に 引 繰 か る えっ た 人 で も ある の で は な いい かしら, お お 早 
くず っ と 近く へ 行っ て 人 の 話 を 聞き た いも の だ . | 


“啊呀 ， 是 不 是 发 生 了 什么 事 两 个 人 才 这 样 ? 难道 是 撑 船 的 人 出 事 
了 ? 噢 我 得 赶紧 过 去 问 问 情 况 。” 


と 思う の で フ オ ホホ ー イ と 高く 叫ん で , 石 の 中 ちゃ らち ゃ ら 木 片 
ee A っ た の A 
た 


我 边 这 样 想 ， 边 <“ 呼 吼 吼 " 地 高 叫 着 = 嘆 嘆 隊 地 跳 辻 石 湊 , 喋 味 喋 
地 跳 过 木片 堆 ， 飞 一 般 地 跑 过 去 看 了 后 ， 才 知道 ， 原 来 我 以 为 是 船 的 东 
西 ， 其 实 是 海边 的 大 岩石 ， 我 以 为 是 人 的 东西 ， 其 实 是 两 只 大 鹊 乌 。 


二 羽 の 大 き な 鵜 が 長い 首 を の ば し た り 縮 め た り し て いる の を 悔 み 
を 青い 合っ て いる 様 に 私 は 見 た の で あり まし た . 


際 具 大 鵜島 正 一 会 ル 伸 医 膝 子 , 一 会 化 又 箱 回 去 , 蔽 者 交 疹 送 行 , 
恰好 像 两 个 人 正 仗 枪 做 着 袁 忱 、 退 恒 的 仪式 。 


「 眼 の 曇っ た つま ら な い 奴 , 眼 の 曇っ た 悪い 奴 , 尻尾 の 下 の 臭 い 
奴 , 尻尾 の 下 の 腐 っ た 奴 , お 尻 か ら や に の 出る 奴 , お 尻 か ら 汚 い 水 の 
出る 奴 , な ん と いう 物 の 見 方 を し た の だ ろう . ] 


我 又 要 目 己 道 :“ 两 眼 展 黑 的 贱 家 伙 ; 两 眼 置 黑 的 坏 家 伙 ; 尾巴 下 
面 吴 哄 哄 的 家 伙 ; 尾巴 下 面 烂 乎 乎 的 家 伙 ; 屁股 上 面 长 眼屎 的 家 伙 ;， 屁 


股 里 面 出 脏 水 的 家 伙 ! 你 到 底 是 怎么 又 把 这 些 东西 看 错 的 ! ” 


それ か ら ま た 石 の 中 ちゃ らち ゃ ら 木 片 の 中 ちゃ らち ゃ ら 人 飛ぶ 様 に 
し て 川 を の ぼっ て 行き まし た と ころ が , ずーっと 川上 に 女 が 二 人 浅 瀬 
世 っ て いて 泣き 舎 っ て いま す 、 


之 后 ， 我 仍旧 石头 颖 中 扒 拉 扒 拉 ， 木 请 堆 中 扒 拉 扒 拉 ， 顺 流 况 上 改 
跑 了 一 段 距离 后 ， 看 见 两 个 女人 一 直 站 在 河流 上 方 的 浅滩 里 ， 两 人 面 对 
面相 互 拉 手 、 抱 兴 、 附 肩 等 等 ， 哭 泣 个 不 集 ' 三 。 


私 は それ を 見 て ビッ クリ し て 「 お や , な ん の 悪い 事 が あっ て な ん 
の 上 報 が 来 て あん な に 泣き 合っ て いる の だ ろう ? ああ 早く 着い て 人 の 
話 を 聞き た いも の だ . | 


我 看 到 后 吓 了 一 跳 ，“ 啊 呀 ， 是 不 是 碰 到 什么 倒霉 事 了 ， 或 者 是 有 
什么 于 耗 才 恰 得 那么 厉害 ? 噢 我 得 快 些 过 云 问 个 明白 。?” 


と 思っ て 石 の 中 ちゃ らち ゃ ら 木 片 の 中 ちゃ らち ゃ ら 飛 ぶ 様 に し て 
行っ て 見 た ら , 川 の 中 程 に 二 つ の 第 が あっ て 二 つ の 第 の 杭 が 流れ に あ 
た っ て グラ グラ 動い て いる の を 二 人 の 女 が うつ むい た り 爺 むい た り し 
て 泣き 合っ て いる の だ と 私 は 思っ た の で あり まし た . 


我 这 样 边 想 着 ， 边 路 喀 喀 地 跳 过 石头 ， 喀 喀 喀 地 跳 过 木片 堆 ， 像 飞 
样 跑 去 看 了 后 ， 才 知道 ， 原 来 河道 中 央 相 对 竖 有 两 个 策 ， 策 下 的 木 桩 
有 松动 ， 随 着 河水 的 流动 来 回 摇摆 ， 带 动 得 策 也 摇动 起 来 ， 货 体 交错 晃 
动 ， 看 起 来 一 会 儿 像 是 朝 下 俯首 哭泣 ， 一 会 儿 又 像 是 朝 上 感慨 翡 叹 ， 丙 
者 交 蔡 ， 我 就 以 为 是 两 个 苗条 女人 在 面对面 沽 泣 呢 ! 


「 眼 の 曇っ た つま ら め ぬ 奴 , 眼 の 曇っ た 悪い 奴 , 尻尾 の 下 の 臭 い 
奴 , 尻尾 の 下 の 腐 っ た 奴 , お 尻 か ら や に の 出る 奴 , お 尻 か ら 汚 い 水 の 
出る 奴 , な ん と いう 物 の 見 方 を し た の だ ろう . ] 


我 再 次 加 目 己 道 :“ 两 眼 展 黑 的 贱 家 伙 ; 两 眼 置 黑 的 坏 家 伙 ; 尾巴 
下 面具 哄 哄 的 家 伙 ; 尾巴 下 面 烂 平平 的 家 伙 ; 屁股 上 面 长 眼屎 的 家 伙 ; 
屁股 里 面 出 脏 水 的 家 伙 ! 你 到 后 是 怎么 再 次 把 这 些 东 西 看 错 的 ! ” 


それ か ら ま た , 川 を の ぼっ て 石 の 中 ちゃ らち ゃ ら 木 片 の 中 ちゃ ら 
ちゃ ら 飛 ぶよ うに し て 帰っ て 来 ま し た . 


再 后 来 我 还 是 继续 顺 流 而 上 ， 石 头 颖 中 扒 拉 扒 拉 ， 木 片 堆 中 扒 拉 扒 
拉 ， 飞 一 般 地 往 上 自己 家 里 赶 。 


自分 の 行 手 を 見 まし た と ころ が , どう し た の だ か 私 の 家 が 燃え あ 
が っ て 大 空 へ 立ち の ぼる 煙 は 立ち こめ た 寄 の 様 で す . それ を 見 た 私 は 
ビッ クリ し て 気 を 失う ほど 驚き まし た . 女 の 声 で 叫び な が ら 飛 び 上 り 
ます と , むこ うか ら 誰 か が 大 き な 声 で ホー イ と 叫び な が ら 私 の そば へ 
飛ん で 来 ま し た . 見 る と それ は 私 の 妻 で ビッ クリ し た 顔色 で 人 息 せき 
きっ て , 


我 忽 地 看 向 前 方 ， 又 不 好 了 ! 我 家 不 知道 为 什么 竟然 烧 起 来 了 ， 烟 
筋 直 往 天 上 冒 ， 形 成 了 一 大 片 烟云 。 看 到 此 情景 ， 我 着 实 大 吃 了 一 惊 ， 
寿 点 土 死 辻 去 。 我 像 女人 一 梓 高 声 失 叫 起 来 二， 不 断 地 路 起 脚 来 观望 ， 
正在 这 时 不 知 是 谁 从 我 家 方 癌 边 大 声 “ 嘎 嘎 ? 地 叫 着 边 飞 跑 到 我 劳 边 ， 我 
一 看 ， 原 来 是 我 老 效 ， 她 一 脸 惊 丸 的 神色 ， 边 咳嗽 喘气 边 说 : 


[旦那 様 , どう し た の で すか ? | 
“老公 ， 你 这 是 怎么 啦 ? ” 


と 云う の で , 見 る と 火事 の 様 に 見 を た の に 私 の 家 は も と の まま 
た だら て いま すず す 、 炎 も な し 。 信 も あり ませ ん 。 


她 这 么 一 说 ， 我 突然 明白 过 来 了 。 看 起 来 我 家 像 是 着 火 了 ， 但 其 实 
不 是 ， 家 里 既 没 有 火苗 ， 也 没有 烟 务 。 


それ は , 私 の 妻 が 揚物 を し て いる と その 時 に 風 が 強く 吹い て , 稀 
て いる 粟 の 灯 が 吹き 飛ば され る さま を 煙 の 様 に 私 は 見 た の で あり まし 
jE 


那 只 是 因为 ， 我 老婆 在 揭 米 时 忽 遇 大 风 ， 大 风 吹 起 正在 艇 除 的 米 
糠 ， 米 糠 高 高 扬 起 ， 在 我 看 来 就 像 是 起 了 烟 邹 一 样 。 


食物 を 探し に 出かけ て も 食物 も 見 付か ら ず , その 上 に また , 私 が 
大 声 を 上 げた の で 私 の 妻 が それ に 驚い て 角 て いた 栗 を も 鍛 と 一 し ょ に 
放り 飛ば し て し まっ た の で , 今夜 は 食べ る 事 も 出来 ませ ん 


我 本 来 是 出 去 寻找 食物 的 ， 但 现在 非但 食物 没有 找到 ， 而 且 还 因为 
我 局 声 兴 叫 而 使 我 麦子 大 吃 一 尺 ， 着 急 跑 出 来 而 将 正在 艇 除 米糠 的 米 整 
个 掉 到 地 上 了 。 正 因 如 此 ,今天 晚上 ， 我 们 俩 什么 东西 部 没 得 吃 。 


私 慰 腹 立 万 L《 工 床 底 信 丑 在 投 计 艺 被 TL 来 中 未 L 大 . 


我 目 然 是 又 生气 了 ， 缩 进 家 里 的 地 底下 睡 党 去 了 。 


[ 眼 O 野 2 大 了 去 与 由 妈 ， 眼 四 时 2 大 是 人 妈 ， 岂 尾 OD 下 四 内 避 
奴 , 尻尾 の 下 の 腐 っ た 奴 , お 尻 か ら や に の 出る 奴 , お 尻 か ら 汚 い 水 の 
出る 奴 , な ん と いう 物 の 見 方 を し た の だ ろう . 」 


“两 眼 置 黑 的 厂家 伙 ; 西 眼 臣 黒 的 奈 家 伏 ; 尾巴 下 面 只 哄 哄 的 家 
伙 ; 尾巴 下 面 烂 平平 的 家 伙 ; 屁股 上 面 长 眼屎 的 家 伙 ; 屁股 里 面 出 脏 水 
的 家 伙 ! 你 到 底 是 怎么 三 看 五 次 地 把 这 些 东 西 看 错 的 ! ” 


と 狐 の 頭 が 物語 り ま し た . 


一 一 以 上 就 是 狐 族 头领 押 讲 的 故事 。 


1. 此 处 的 “盛装 欢呼 ?和 下 文 的 "里 外 围 了 好 几 层 ”行礼 拜谢 ?是 阿 依 努 族人 向 大 海神 致谢 


的 方式 ， 因 为 他 们 认为 海味 是 大 海神 亲自 送 至 岸上 馈赠 给 他 们 的 礼物 。 
这 是 阿 依 努 族 人 对 受伤 或 纵 难 者 表示 居 惜 、 误 悼 的 方式 。 
“ 呼 吼 吼 ?为 音译 词 ， 是 阿 依 努 族人 遇险 或 发 现 险 情 、 遇 难 者 时 向 神灵 求救 、 呼 唤 族人 
的 喊 声 ， 是 男人 发 出 的 。 女 人 发 出 的 是 一 种 音调 更 高 的 “ 味 味 ” 声 ， 可 以 更 快 地 传 到 神灵 的 
耳 杀 里 。 不 管 是 哪 种 ， 听 到 这 类 喊 声 的 族人 们 会 应 声 而 来 。 下 文 狐 的 老婆 即 是 如 此 。 
这 是 阿 依 努 族 女人 间 表 达 情 感 的 方式 ， 例 如 在 久别 重逢 时 ， 近 杀 去 世 时 或 有 谁 身 处 
险 境 最 终 得 救 时 。 
即使 是 男人 ， 在 紧急 关头 也 会 用 女人 般 高 亢 的 音调 呼救 ， 这 样 可 以 早 些 传 到 神灵 的 


耳 东 里 


狐 太 目 ら 歌 っ 大 证 | 下 
リ | 
狐 吟 唱 的 歌谣 “ 轻 手 轻 脚 诡 行 恶 行 ” 


ハイ クン テレ ケ ハイ コシ テム トリ 

轻 手 轻 脚 诡 行 恶 行 

国 の 岬 , 神 の 岬 の 上 に 私 は 汗 し て 居り まし た . 

我 住 在 海边 一 个 山 贱 上 ， 这 个 山 几 叫 做 国之 贱 ， 也 叫做 神 之 岂 三 。 


ある 日 に 外 へ 出 て 見 ます と 海 は 凪 ぎ て ひろ びろ と し て いて , 海 の 
上 に オキ キリ ムイ と シュ プン ラム カ と サマ ュ ユン クル が 海 猟 に 三 人 乗り 
で 出かけ て いま す , それ を 見 た 私 は 私 の 持っ て る 悪い 心 が む らむ ら と 
出 て 来 ま し た . 


有 一 天 我 到 外 面 ， 海 上 风平浪静 ， 无 限 宽广 ， 人 类 始祖 三 和 他 的 两 
个 哥哥 三 人 正 出 海 打 鱼 ， 我 看 到 这 个 情景 ， 肚 子 里 的 坏 水 就 咕嘟 咕嘟 地 
直 往 外 冒 。 


この 岬 , 国 の 岬 , 神 の 岬 の 上 を ずーっと 上 へ ずーっと 下 へ 軽い 足 
取り で 腰 や わら か に か け 出 し まし た . 


我 轻 手 轻 脚 ， 腰 腿 敏 捷 地 在 这 个 山 贬 ， 即 国之 贬 、 神 之 晴 上 面 上 下 
跑 动 起 来 。 


重い 調子 で 木 記 を ポキ リポ キリ と 折る 様 に バ パー ウ , パウ と 叫び こ 
の 川 の 水源 を に ら み に ら み 横風 の 魔 を 呼び まし た . すると, それ に つ 


れ て この 有川 の 水源 か ら 烈 し い 風 , つむ じ 風 が 吹き 出し て 海 に は いる と 
長 ぐ に この 海 は , 上 の 海 が 下 に な り 下 の 海 が 上 に な り ま し た . オキ キ 
リム イ た ちの 漁 舟 は 沖の 人 の 海 と , 陸 の 人 の 海 と の 出会っ た と ころ 

( 海 の 中 程 ) に , 非常 な 急変 に 会 っ て 波 の 間 を クル リ と 廻り まし た . 
大 き な 浪 が 山 の 様 に 舟 の 上 へ か ぶさ り 寄 り ま す . する と , オキ キリ ム 
イ , サマ ユン クル , シュ プン ラム カ は 声 を ふる っ て , 叉 を 漬 ぎ まし 

だ > 


我 以 粗 重 的 ， 残 好 像 嗓 唆 折断 木片 的 声 普 一 样 “< 鄙 哟 、 鄙 嗽 * 地 叫 
者 ， 直 瞪 着 山 贱 内 入 海 的 河流 ， 将 暴风 之 魔 呼 唤 了 出 来 。 于 是 ， 随 之 从 
河流 中 产生 了 强烈 的 风 ， 旋 风 吹 了 出 来 一 直 刮 到 了 海上 ， 蕊 上 束 将 海水 
掀 了 个 底 间 天 。 人 类 始祖 他 们 的 渔船 在 近海 和 远海 的 交会 之 处 〈 海 的 中 
部 ) 但 遇 了 强烈 海浪 ， 在 浪 空中 翻 了 个 财 。 大 浪 像 山 一 样 打 问 船 党 。 于 
是 ， 人 类 始祖 和 他 的 哥哥 们 三 人 奋起 全 力 ， 努 力 撑 起 小 船 。 


この 小さ い 叉 は 落葉 の 飛ぶ 様 に 吹き 飛ば され , 今にも くつ が えり 
そう に な る けれ ども 感心 に も 人 間 た ち は 力 強く て , この 小舟 は 風 の 中 
に 波 の 上 を すべ り ま す . 


这 只 小 船 束 像 落叶 被 吹 飞 了 一 样 眼看 就 要 倾覆 了 ， 但 人 类 的 力量 确 
实 让 我 感到 意外 ， 小 船只 是 在 滔 头 上 滑 来 滑 去 ， 并 没有 下 这 的 迹象 。 


それ を 見 る と 私 の 持っ て いる 悪い 心 が む らむ ら と 出 て 来 ま し た . 
軽い 足取り で 腰 や わら か に か け ま わり , 重い 調子 で 木 記 が ポキ リボ ポキ 
リ と 折れ る 様 に バウ , パウ と 叫び 竣 風 の 魔 を 声援 する の み に 精 を 出し 
まだ 


我 看 到 这 个 景 农 ， 肚 子 里 的 坏 水 融 咕 哪 咕 哪 地 直 往 外 冒 。 我 轻 手 轻 
脚 ， 腰 腿 敏 捷 地 跑 动 起 来 。 以 粗 重 的 ， 就 好 像 哄 打 断 木片 的 声音 一 
样 < 咖 听 、 哟 吸 ? 地 叫 着 ， 一 个 劲 地 声援 者 暴风 之 魔 。 


そう し て る 中 に , や っ と , サマ ユン クル が 手 の 上 か ら , 手 の 下 か 
ら 血 が 流れ て 疲れ て た お れ ま し た . その さま を 見 て 私 は ひそ か に 笑い 
を 浮 べ まし た . 

就 这 样 ， 终 于 ， 人 类 始祖 的 三 哥 的 手臂 上 下 流出 血 来 ， 他 精疲力竭 
地 倒 下 了 。 看 到 这 个 我 私下 露出 了 笑容 。 

それ か ら ま た , 精 を 出し て 軽い 足取り で 腰 や わら か に か け ま わり 


重い 調子 で 木 訂 を ボキ リポ キリ と 折る 様 に 叫び 反 風 の 魔 を 声援 し まし 
0 


之 后 我 义 使 出 劲 轻 手轻 脚 ， 腰 腿 敏 捷 地 跑 动 起 来 ， 以 粗 重 的 ， 就 好 
像 嗓 嗓 折 断 木 片 的 声音 一 样 叫 痢 ， 继 续 声 援 着 骏 风 之 魔 。 


オキ キリ ムイ と シュ ブン ラム カ と 二 人 で 励ま し 合い な が ら 男 まし 
く 舟 を 症 いで 居り まし た が , と , ある 時 シュ ブン ラム カ は 手 の 上 か ら 
手 の 下 か ら 血 が 流れ て 疲れ て た お れ て し まい まし た , それ を 見 て ひそ 
が に 私 は 笑い まし た ., 


人 类 始祖 和 他 大 哥 两 人 相互 就 着 劲 勇 敢 地 撑 着 船 ， 但 终于 他 大 哥 的 
手臂 上 下 同样 也 流出 血 来 ， 他 也 精疲力竭 地 倒 下 了 ， 看 到 这 个 ， 我 又 是 
私下 露出 了 笑容 。 


それ か ら ま た 軽い 足取り で 腰 や わら か に 飛び まわ り 重 い 調 子 で か 
た い 木 片 を ボキ リボ キリ と 折る 様 に 叫び 精 を 出し まし た . 


然后 我 仍旧 轻 手轻 脚 ， 腰 腿 敏捷 地 跑 动 起 来 ， 以 粗 重 的 ， 就 好 像 咏 
吗 折 上 断 便 木 片 的 声音 一 样 叫 着 ， 继 续 使 劲 声援 暴风 之 魔 。 


けれ ども , オキ キリ ムイ は 疲れ た 様子 は 少し も 無い . 


然而 ， 人 类 始祖 却 一 点 儿 也 没有 疲倦 的 迹象 。 


一 枚 の 薄 物 を 体 に まとい , 舟 を 満 い で いま す , その うち に 手 の 下 
で その 持っ て いた 械 が 折れ て し まい まし た . 


他 身 上 具 裏 着 一 片 薄 衣 皇 着 船 , 但 期 同 他 手中 提 着 的 柴 折 断 了 。 


する と , 疲れ 死ん だ サマ ユン クル に 躍り か か り そ の 持っ て いる 械 
を も ぎ と っ て た っ た 一 人 で 丹 を 消 ざ まし た . 


于 是 ， 他 跳 到 疲累 而 死 的 二 哥 的 位 置 上 ， 拿 过 他 手中 的 桨 ， 只 号 一 
人 地 继续 撑 船 。 


私 は それ を 見 る と , 持 前 の 悪い 心 が む らむ ら と 出 て 来 ま し た . 
我 看 到 这 景象 ， 肚 子 里 的 坏 水 又 咕嘟 咕嘟 地 往外 冒 了 。 


重い 調子 で か た い 木 片 を ポキ リポ キリ と 折る 様 に 叫び 軽い 足取り 
で 腰 や わら か に か け ま わり 精 を 出し て 箇 風 の 魔 に 声 援 しま した. 


我 以 粗 重 的 ， 就 好 像 哄 嗓 打上 断 便 木 片 的 声音 一 样 叫 着 ， 轻 手轻 脚 ， 
腰 腿 敏捷 地 跑 动 起 来 ， 使 出 劲 继续 声援 肴 暴风 之 魔 。 


そう し て る うち に サマ ュ ン クル の 能 も 折れ て し まい まし た . オキ 
キリ ムイ は シュ プン ラム カ に 躍り か か り そ の 械 を と っ て 勇ましく 舟 を 
測 ざ まし た. 


在 这 时 原 是 他 二 哥 的 桨 也 被 划 断 了 。 人 类 始祖 又 跳 到 了 他 大 哥 的 位 
置 上 ， 拿 过 他 的 奖 又 勇敢 地 划 下 去 。 


けれ ども 彼 の 機 も 濾 に 折ら れ て し まい まし た . 
然而 他 大 哥 的 浆 最 终 也 被 浪头 打 断 了 。 


そこ で , オキ キリ ムイ は 叉 の 中 に 立ち つく し て , 烈 し い 風 の うち 


に まさ か 人 間 の 彼 が 私 を 見 つけ よう と は 思わ な か っ た に , 国 の 岬 , 神 
の 岬 の 上 の , 私 の 眼 の 央 を 見 つめ まし た . 


这 时 ， 人 类 始祖 就 像 柱 子 一 样 章 立 于 船 中 ， 我 也 没 想到 作为 人 类 的 
他 ， 竟 最 终 能 在 猛烈 的 暴风 中 寻找 到 我 的 踪 迹 ， 他 此 刻 正果 着 国之 峡 、 
神 之 则 上 面 的 ， 我 的 眼睛 的 正中 央 。 


今 ま で や さ し か っ た 顔 に 怒り の 色 を あら わし て , 軸 を いじ っ て い 
た が 中 か ら 出 し た も の を 見 る と , 逢 の 小弓 と 逢 の 小 矢 を 取り 出し まし 
た 


他 之 前 一 直 温 和 的 脸 上 流露 出 了 慎 怒 的 神色 ， 他 翻 了 翻 自己 随身 的 
包 ， 取 了 什么 东西 出 来 ， 我 一 看 ， 是 一 把 莹 草 做 的 小 号 和 一 文 于 草 做 的 


小 箇 る /。 


それ を 見 て ひそ か に 私 は 笑い まし た . 「 人 間 な ぞ 何 を し た っ て , 
恐い 事 が ある も の か , あん な 区 の 小 矢 は 何 に 使う も の だ ろう . | 


我 看 到 这 个 私 底下 笑 道 ，“ 到 底 是 人 类 啊 ， 不 论 你 做 什么 ， 有 很 可 
怕 的 吗 ? 你 拿 那个 莲 草 做 的 弓箭 能 干什么 啊 ! ” 


と 思っ て この 岬 国 の 岬 , 神 の 岬 の 上 を ずーっと 上 へ ずーっと 下 へ 
軽い 足取り で 腰 や わら か に か け ま わり , 重い 調子 で か た い 木 片 を ボキ 
リボ キリ と 折る 様 に バウ , パウ と 岬 び 雄 風 の 魔 を ほめ た た えま し た . 


我 这 么 想 着 ， 轻 手轻 脚 ， 腰 腿 敏 捷 地 在 这 个 山峡 ， 即 国之 贬 、 神 之 
是 上 面 上 下 跑 动 起 来 ， 并 以 粗 重 的 ， 就 好 像 哄 嗓 打上 断 便 木片 的 声音 一 
样 “< 啦 喇 、 吴 喇 * 地 叫 着 ， 对 暴风 之 秦 大 加 称赞 。 


その 中 に オキ キリ ムイ の 射 放 し た 矢 が 飛ん で 来 ま し た が , ちょ う 
ど 私 の 補 首 の と ころ へ 突き ささ り ま し た . 


就 在 此 时 ， 人 类 始祖 射出 的 箭 飞 了 过 来 ， 正 好 插 在 了 我 的 脖子 上 
それ っ きり あと どう な っ た か 妥 ら な く な っ て し まい まし た 。 
我 的 意识 中 断 了 ， 之 后 怎么 样 我 就 不 知道 了 。 


ふと 気がつい ぃ いて 見 る と 大 そう 好い お 天気 で , 海 の 上 は 広々 と し 
て , オキ キリ ムイ の 漁 舟 も な に も あり ませ ん . 


等 我 醒 来 之 后 ， 眼 前 是 一 片上 晴好 天 空 ， 海 上 广阔 无 边 ， 疫 有 人 类 始 
祖 他 们 的 渔船 呀 什么 的 。 


どう し た 事 か 私 の 頭 の さき か ら 足 の さき まで 應 皮 が 燃え 縮む 様 に 
痛み ます . 


不 知道 怎么 回 事 ， 从 我 的 头顶 直到 脚尖 ， 全 里 的 皮 就 像 是 烧 起 来 了 
一 样 紧 紧 收缩 ， 让 我 疼痛 不 止 。 


まさ か 人 間 の 射 た 小さ な 矢 が こん な に 私 を 昔 し め よ うと は 思わ な 
か っ た の に , それ か ら 手 足 を も が き 苦 し みこ の 岬 , 国 の 岬 , 神 の 岬 の 
上 を , ずーっと 上 へ , ずーっと 下 へ 泣き 叫び な が ら も が き 苦 し み , 十 
で も 夜 で も 生き た り 死 ん だ り , し て いる 中 に , どう し た か わか ら な く 
な が なり. また 。 


没 想到 人 类 射出 的 小 箭 也 能 让 我 如 此 痛苦 ， 我 痛 得 手舞足蹈 ， 在 这 
个 山 则 ， 即 国之 则 、 神 之 则 上 面 上 窜 下 跳 ， 边 活 边 否 苗 挣扎 ， 不 分 昼 
夜 ， 生 死 不 如 ， 终 于 我 不 堪 妨 受 ， 后 来 的 事情 我 义 不 知 道 了 。 


ふと 気がつい て 見 る と , 大 き な 黒 狐 の 耳 と 耳 と の 間 に 私 は 居り ま 
し た 。. 


等 我 再 次 醒 来 ， 发 现 自己 在 一 只 大 黑 狐 的 两 耳 之 间 (。 


二 日 ほ ど た っ た 時 , オキ キリ ムイ が 神様 の 様 な 様子 で や っ て 来 
て , ニコ ニコ 笑っ て 言う こと に は , 


过 了 大 概 两 天 ， 人 类 始祖 如 同 神 一 般 的 姿态 来 到 我 跟前 ， 微 微 突 着 
说 道 ; 


[まあ 見 ば の ょ よい 事 , 国 の 岬 , 神 の 岬 の 上 を 見 守る 黒 狐 の 神様 
は , 善い 心 , 神 の 心 を 持っ て いた か ら 6 死に ぎ ま の 見 ば の ょ よい 死 方 を し 
だ の で すね 。 | 


“嘿嘿 你 这 个 死相 挺 气 派 呀 ! 守 后 国 之 岬 、 神 之 岬 的 黒 狐 神 大 人 , 
你 正 因为 有 一 颗 善良 的 心 ， 神 灵 的 心 ， 所 以 死 的 时 候 还 是 蛮 风 光 的 
唯 ! > 


言い な が ら 私 の 頭 を 取っ て , 自分 の 家 へ 持っ て 行き 私 の 上 顎 の 骨 
を 自分 の 便所 の ど だ いと し , 私 の 下顎 を その 妻 の 便所 の 礎 と し て , 私 
の か ら だ は その まま 土 と 共に 腐っ て し まい まし た . 


他 边 这 样 说 边 打下 我 的 头 来 ， 市 到 目 己 家 中 ， 用 我 的 上 回 骨 给 目 己 
的 茅 而 做 了 座 子 ， 用 我 的 下 显 给 妻子 的 茅 而 加固 了 基础 三， 而 我 的 身体 
部 分 整 那 样 烂 到 土 中 了 。 

それ か ら 夜 で も 昼 で も 悪い 臭気 に 苦し ん で いる 中 に 私 は つま ら な 
方 , 導い 人 多 方 を し まし た 。 


从 那 以 后 我 日 夜 痢 被 恶 吴 囊 者 ， 百 不 堪 言 ， 也 即 是 说 我 最 终 得 到 了 
一 个 卑贱 的 死 法 ， 一 个 丑恶 的 死 法 。 


た だ の 身分 の 軽い 神 で も な か っ た の で す が 大 変 な 悪い 心 を 私 は 
持っ て いた 為 , な ん に も な ら な い , 悪い 死 方 を 私 は し た の で すか ら , 
これ か ら の 狐 た ちょ , 決し て 悪い 心 を 持ち な さる な . 


我 并 不 是 一 个 身份 卑微 的 神 ， 但 我 有 一 颗 非 常 恶 毒 的 心 ， 所 以 到 最 
后 我 变 得 什么 都 不 是 ， 遭 遇 到 丑恶 的 死 法 ， 这 也 是 给 以 后 的 狐 们 一 个 警 
告 ， 决 不 能 抱 有 邪恶 之 心 啊 ! 


と 狐 の 神様 が 物語 り ま し た . 


一 一 以 上 就 是 狐 神 所 讲 的 故事 。 


1. 这 个 故事 的 讲述 者 是 黑 狐 神 ， 黑 狐 是 狐 族 中 受 尊 敬 的 狐 ， 海 角 处 的 山峡 为 黑 狐 神 的 


人 类 始祖 是 后 来 被 称 为 “< 人 类 始祖 ”的 一 个 人 ， 他 是 阿 依 努 神话 中 的 文化 创始 神 。 男 
外 ， 口 传 文学 中 神 或 人 的 名 字 的 构成 、 由 来 常常 比较 复杂 ， 难 于 翻译 ， 因 此 译 者 将 下 文 
出 现 的 两 个 人 人 名 以 和 人 类 始祖 的 关系 称呼 代 丛 。 


3. 迁 草 为 阿 依 努 族 的 圣 草 ， 被 选 草 箭 射 中 的 话 ， 即 使 是 恶魔 也 永 无 出 头 之 日 。 


4. 可 理解 为 黑 狐 神 之 身 己 死 ， 黑 狐 神 之 灵 妆 缩 于 两 耳 之 间 的 头 部 。 这 与 乌 神 真 身 位 于 
其 甲骨 的 两 耳 之 间 大 概 为 同一 考虑 方法 。 


5. 阿 依 努 族 即 便 是 家 人 起 初 厕所 也 是 男女 分 开 的 。 


兎 が 自ら 歌っ た 謡 | サン パ ヤ テレ ケ 」 
兔子 吟唱 的 歌谣 “血红 色 兔 子 ” 
サン パ ヤ テレ ケ 
血红 色 免 子 


二 つ っ の 谷 , 三 つ の 谷 を 飛び 越え 飛び 越え 遊び な が ら 兄 様 の あと を 
る 7 で IN 生き まん た 。 


跳 过 两 个 山谷 ， 跳 过 三 个 山谷 ， 我 跟 在 哥哥 后 和 面 边 玩 要 边 朝 山 的 方 
回 而 去 。 


每 日 每 日 见 样 四 加 上 个 行 2 艺 见 召 上 人 间 从 弩 地 仕 持 雪 并 置 必 芯 罗 
る と その 替 を 見 様 が こわ し て し まう , それ を 私 は 笑う の を 常 と し て い 
た の で この 日 また 行っ て 見 た ら , ちっ と も 思い が け な い 見 様 が 喪 に か 
か っ て 泣き 叫ん で いる . 


每 天 跟 在 哥哥 的 后 面 ， 我 发 现 他 一 看 到 人 类 设置 的 石 等 ， 就 会 把 它 
们 破坏 挥 ， 看 到 这 些 我 束 会 不 觉 肥 突 。 这 事 儿 我 们 已 经 习 以 为 第 了 ， 但 
是 这 天 我 却 一 点 儿 也 没 想 到 ， 在 去 往 山 里 的 路 上 哥哥 竟然 中 了 人 类 的 石 
等 ， 痛 兰 地 闪 喊 。 


私 は ビッ クリ し て , 見 様 の そば へ 飛ん で 行っ た ら 見 様 は 泣き な が 
ら 到 うと と に は ,。 [これ 弟 よ 。 今 こ とこ れ か ら お 前 は 走っ て 行っ て 私 た ち 
の 村 の 後 へ 着い た ら 兄 様 が 替 に か か っ た よ > プ オ ホホ ー イ と 大 声 
| 


我 吓 了 一 跳 ， 赶 紧 跑 到 哥哥 身边 ， 哥 哥 边 尖 边 说 道 :“ 第 第 啊 ， 现 


在 你 赶快 跑 到 我 们 村 后 ， 大 声 喊 呼 
快 ! ” 


， 我 哥哥 中 了 石 筠 ! "要 赶 


私 は きい て ハイ 。 バイ 。 と 返 群 を し て 。 そ れ か ら る 三 つ の 谷 , 三 名 
の 谷 を 飛び 越え 飛び 越え 遊び な が ら 来 て 私 た ちの 村 の 村 後 へ 着き まし 
だ 。 


我 一 听 ,“ 好 ! 好 ! ?地 连声 回答 后 ， 跳 过 两 个 山谷 ， 跳 过 三 个 山 
谷 ， 边 玩 要 边 来 到 我 们 村 后 。 


そこ で は じ め て 見 様 が 私 を 使い に よこ し た こと を 思い 出し まし 
た , 私 は 大 声 で 叫び 声 を 挙げ よう と し た が , 兄 様 が 何 を 言っ て 私 を 使 
区 まこ し で あら うた の が すず すっかり 私 は 忘れ て まし た 。 そ こ ぬ 世 ち つく 
で 坦 MS 肌 そう と し だ た が どう し で も だ め だ 、 


我 那 时 才 忽 地 想起 哥哥 要 我 做 的 事情 ， 我 想 大 声 呼喊 ， 但 是 完全 坊 
记 了 该 喊 些 什 么 ， 只 是 不 在 原 地 努力 回想 ， 但 我 就 是 想 不 起 来 。 


それ か ら ま た 二 つ の 谷 を 越え 三 つ の 谷 を 越え , 後 へ 逆 飛び 送 曜 び 
し な が ら 兄 様 の いる 所 へ 来 て , 見 る と 誰 も いな い . 


于 是 我 又 跳 过 两 个 山谷 ， 跳 过 三 个 山谷 ， 原 路 跳 问 ， 一 直路 到 哥哥 
原来 待 的 地 方 ， 我 发现 哥哥 已 经 不 在 那里 了 。 


兄 様 の 血 だ けが そこ ら に 附 い て いた . 
周围 只 有 处 处 血迹 。 


(ご と まで で 語 は 外 べ へ 飛 ぷ ) 


《故事 全 此 转 为 哥哥 的 视角 叙述 ) 


NAO の の (の ル イル の NR の 、 グ の ホキ り a 


“ 坎 儿 途 卡 噢 噢 坎 儿 途 卡 ， 坎 儿 途 卡 噢 坎 儿 途 卡 ” 


毎日 毎日 私 は 山 へ 行っ て 人 間 が 和 憲 を 仕掛 け て ある の を こわ し て る そ 
れ を 面白 が る の が 常 で あっ た 所 が , ある 日 また 前 の 所 に 和田 が 仕掛 け て 
ある と , その 側 に 小さ い 符 の 笠 が 仕掛 け て ある , 私 は それ を 見 る と 


我 每 天 都 到 山里 去 ， 发 现 人 类 设置 的 石 擂 后 就 把 它们 弄 坏 ， 并 以 此 
为 乐 ， 我 对 这 个 已 经 习以为常 ， 但 是 有 一 天 ， 我 发 现 一 处 先前 我 破坏 过 
的 地 方 又 被 重新 设置 上 了 石 加 ， 并 且 它 的 劳 边 还 多 了 一 个 莲 草 做 的 东 
西 ， 我 看 到 之 后 心 想 : 


「 こ ん な を 物 , 何 に する 物 だ ろう . ] 
“这 个 是 用 来 做 什么 的 啊 ? ? 


と 思っ て お か し いい ので, ちょ と それ に 触っ て 見 た 長 ぐ に 逃げ よう 
とし 大 誠二 いい がけ なさ ええ その 者 に いや らい NN う 査 あ まう て し まっ た 。 


觉得 奇怪 ， 便 试 痢 稍 微 健 了 它 一 下 ， 本 想 马 上 就 逃 开 的 ， 但 没 想 
到 我 竟 被 它 牢 牢 地 缠 住 了 ， 真 是 倒霉 ! 


逃げ よう と も が け ば も が く ほ ど 強 くし め ら れる の で , どう する 事 
も 出来 な い の で , 私 は 泣い て いる と , 私 の 側 へ 何だ か 飛ん で 来 た の 
で , 見 る と それ は 私 の 弟 で あっ た . 私 は よろ こん で , 私 た ちの 一 族 の 
も の に この 事 を 知ら せる 様 に 痛い つけ て や っ た が , それ か らい くら 
待っ て も 何 の 音 も な い . 


我 挣扎 着想 摆脱 它 ， 但 是 越 挣扎 就 被 强 得 越 定 ， 什 么 办 法 也 没有 。 
我 并 了 起 来 ， 正 只 时 ， 和 劳 边 有 谁 跳 了 过 来 ， 我 一 看 ， 是 我 的 第 第 。 我 高 
兴起 来 ， 拜 托 它 去 寻求 我 们 同族 的 帮助 ， 但 是 之 后 无 论 我 怎么 等 待 ， 都 
没有 得 到 结果 。 


私 は 泣い て いる と , 私 の 側 へ 人 の 影 が あら われ た . 見 る と , 神 の 
様 な 美しい 人 間 の 若者 ニュ ニコ し て , 私 を 取っ て , どこ か へ 持っ て 
行っ た . 見 る と 大 き な 家 の 中 が 神 の 宝物 で 一 ば い に な っ て いる . 


我 继续 活着 ， 忽 然 我 的 旁边 出 现 了 一 个 人 ,我 一 看 ， 是 一 个 像 神灵 
一 般 英 俊 的 年 轻 人 ， 他 微笑 着 ， 把 我 从 甘草 中 取出 ， 并 带 到 了 一 个 地 
方 ， 我 一 看 ， 这 是 一 个 大 大 的 屋子 ， 里 面 放 满 了 神 的 宇 物 。 


彼 の 若者 は 火 を 殺 い て , 大 き な 鍋 を 火 に か け て , 掛け て ある 刀 を 
引き 抜い て , 私 の か ら だ を 皮 の まま ブツ ブツ に 切っ て 鍋 一 ずい に 入 
れ , それ か ら 鍋 の 下 へ 頭 を 突き 入れ 突き 入れ 火 を 殺 き つけ 出し た . ど 
うか し て 逃げ た い の で 私 は 人 間 の 若者 の 隙 を ね ら う けれ ども , 人 間 の 
若者 は ちっ と も 私 か ら 眼 を は な さ な い . 


这 个 年 轻 人 生 了 火 ， 架 了 口 大 锅 ， 拔 出 挂 厦 的 刀 将 我 连 皮 带 肉 切 成 
块 投 满 整个 锅 ， 接 着 又 几 次 把 目 己 的 头 伸 入 锅 的 下 面 把 火 吹 得 更 旺 。 我 
想 耿 准 个 机 会 逃 跑 ， 束 一 直 寻 找 他 玻 忽 的 时 候 ， 但 这 个 年 轻 人 注意 独 
我 ， 一 点 儿 也 不 放松 。 


「 鍋 が 煮え 立っ て 私 が 煮え て し まっ た ら , な ん に も な ら な いつ ま 
ら な い 死 方 , 悪い ら 死 方 を し な けれ ば な ら な い . | と 思っ て 人 間 の 若者 
の 油断 を ね ら っ て ね ら っ て , や っ と の 事 一 片 の 肉 に 自分 を 化 ら し て 立 
ち 上 る 湯気 に 身 を 交え て 鋼 の 様 に 上 り , 左 の 座 へ 飛び 下り る と 盲 ぐに 
戸外 へ 飛び 出し た , 泣き さながら 飛ん で 息 を 切ら し て 逃げ て 来 て 私 の 家 
へ 着い て , ほん と うに あぶ な いこ と で あっ た と 胸 撫 で 下 し た . 


“ 锅 里 的 水 被 都 开 ， 接 下 来 我 也 会 被 独得 育 开 肉 烂 ， 不 得 不 无 趣 地 
死去 ， 这 样 死 是 多 么 不 值得 啊 ! "我 这 么 想 着 ， 不 断 地 寻找 年 轻 人 的 下 
忽 ， 终 于 ， 趁 有 一 瞬间 他 的 视线 离开 我 时 ， 我 马上 变 成 一 片 肉 ， 混 入 升 
腾 的 水 汽 中 ， 路 上 锅 的 边缘 ， 接 下 来 癌 左 侧 跳 下 后 就 马上 逃 出 屋外 ， 边 
活 泣 边 一 口气 地 逃 回 自己 家 中 ， 抚 平 狂 跳 的 胸口 后 自我 安慰 道 :“ 真 的 


是 太 危 险 了 ! ” 


後 ふ りか えっ て 見 る と , た だ の 人 人間, た だ の 若者 と ば か り 思 っ て 
いた の は オキ キリ ムイ , 神 の 様 な 強い 方 な の で あり まし た . 


后 来 当 我 回顾 这 个 事情 时 才 知 道 ， 当 时 我 以 为 只 是 一 个 普通 人 的 那 
个 年 轻 人 ， 其 实 是 人 类 始祖 ， 他 是 一 个 像 神 一 样 强大 的 人 。 


た だ の 人 間 が 仕掛 けた 替 だ と 思っ て 毎日 毎日 悪戯 を し た の を , オ 
キキ リム イ は 大 そう 怒っ て 人 逢 の 小 岩 で 私 を 毅 そ うと し た の だ が , 私 も 
た だ の 身分 の 軽い 神 で も な い の に , つま ら な い 死 方 , 悪い 死 方 を し た 
ら , 私 の 親類 の も の 共 も , 困り 惑う で あろ う 事 を 不 憎 に 思っ て 下さ れ 
で お カ かけ で ,- 条 が 逃げ て も 追い かけ な か っ な だ の で あり まし た : 


我 以 前 小 看 那些 石 驾 ， 认 为 它们 都 是 普通 人 设置 的 ， 才 每 每 恶作剧 
地 将 它 毁 坏 ， 人 类 始祖 因此 大 为 恼怒 ， 于 是 设置 了 和 莹 草 做 的 小 侍 ， 本 想 
以 此 杀 死 我 ， 但 因为 我 并 非 一 个 身份 卑微 的 神 ， 知 是 就 那样 以 一 个 差劲 
的 死 法 不 值得 地 死 了 ， 我 的 亲族 们 定 会 困惑 不 解 的 。 人 类 始祖 也 能 料想 
到 这 一 点 ， 他 觉得 如 果 我 真 的 死 了 的 话 我 们 全 族 同 胞 一 定 会 很 可 怜 的 ， 
因此 才 在 我 逃离 那 口 锅 时 并 没有 来 追 杀 我 。 


それ か ら , 前 に は , 兎 は 鹿 ほ ども 体 の 大 き な も の で あっ た が , こ 
の 様 な 悪戯 を 私 が し た た め に オキ キリ ムイ の 一 つの 了 肉片 ほど 小さ く 
な っ た の で す . 


还 有 ， 在 那 之 前 ， 兔 子 的 里 体 也 是 像 鹿 一 样 大 的 ， 就 因为 我 做 了 那 
样 的 恶作剧 ， 才 变 得 像 人 类 始祖 的 食物 的 一 片 肉 那么 小 。 


これ か ら の 私 た ちの 仲間 は みん な この 位 の か ら だ に な る の で あろ 


NB 


从 那 之 后 我 的 同族 兔子 们 的 身体 也 都 会 是 一 样 小 了 吧 。 


これ か ら の 兎 た ちょ , 決し て いた ずら を し な さる な . 
所 以 ， 兔 子 们 啊 ， 以 后 ， 决 不 能 做 恶作剧 的 事情 。 
< ， 更 0 首领 人 子供 等 帮教 亢 世 死记 去 也 大 . 


一 一 免 族 的 首领 这 样 教导 了 孩子 们 之 后 才 死 去 。 


谷地 の 魔神 が 自ら 歌っ た 謡 「 ハ リツ クン ナ 」 
山谷 魔神 吟唱 的 歌谣 “ 哈 利 次 库 恩 那 ” 
ハリ ツ クン ナ 
哈 利 次 库 恩 那 


ある 日 に 好い お 天気 な の で , 私 の 谷地 に 眼 と 口 と だ け 出 し て 見 て 
いた と ころ が , ずっ と 浜 の 方 か ら 人 の 話し 声 が きこ えて 来 た . 


有 一 天 ， 天 和 气 晴好 ， 我 把 嘴巴 和 眼睛 伸 出 谷口 ， 换 换 空 气 ， 看 看 风 
景 ， 期 间 我 听 到 从 海边 一 直 有 人 的 说 话 声 传 来 。 


見 る と , 二 人 の 若者 が 連れ だ っ て 来 た . 


循 声望 去 ， 原 来 是 两 个 年 轻 人 正 结伴 走 来 。 


先 に 来 た 者 は 勇者 らし く 勇 者 の 品 を そなえ を て, 神 の 様 に 美しい 
が , 後 か ら 来 た 者 を 見 る と , 様子 の 悪い 顔色 の 悪い 男 で , 何 か 話 し 合 
いな が ら や っ て 来 た が , 私 の 谷地 の 側 を 通り ちょ うど 私 の 前 へ 来る 
と , あと か ら 来 た 顔色 の 悪い ら 男 が 立ち 止 り 立ち 止 り , 自分 の 鼻 を お お 
Uy 


走 在 前 面 的 人 像 是 一 个 勇士 ， 他 具有 勇士 的 气质 ， 像 神灵 一 样 俊 
美 ， 走 在 后 面 的 男 的 相貌 丑陋 ， 面 目 青 黑 ， 他 们 边 说 话 边 走 过 来 ， 走 过 
山谷 这 侧 时 来 到 我 旁边 ， 后 面 那个 丑陋 的 人 就 几 次 停 下 脚步 ， 播 着 自己 
的 蜡 子 说 : 


[お お 臭い, いや な 谷地 , 悪い 谷地 の 前 を 通っ た ら ま あ 汚 い , 何 


な も ん 人 馬 所 0 の は 、 | = 


“ 噢 噢 好 具 ! 真 倒霉 ， 这 个 破 山谷 ! 从 这 个 内 谷子 走 过 目 己 都 变 内 
了 ， 是 什么 东西 啊 这 么 只! ” 


私 は た だ 聞い た ば か り だ けれ ど , 自分 の 居る か 居 な いか も わか ら 
ぬ ほ ど 腹 が 立っ た . 泥 の 中 か ら 飛 び 出 し た . 私 が 飛び 上 る と 地 が 像 け 
地 が 破れ る . 牙 を 鳴ら し な が ら , 彼 等 を 強く 追っ か けた と ころ が , 先 
に 来 た 者 は それ と 見 る や 魚 が ク ルリ と あと へ か を る 様 に 引っ か え し 
て , 顔色 の 悪い 男 の わ き の 下 を くぐり ずーっと 逃げ て し まっ た . 


我 只 是 昕 了 这 话 束 立马 怒 不 可 坎 ,不 顾 一 切 地 从 泥 里 跳出 来 ， 我 导 
怒 得 出 来 时 连 地 面 都 撑 破 了 ， 我 咬牙 切 齿 地 朝 他 俩 退去 ， 走 在 前 面 的 那 
人 一 看 我 进来 了 ， 束 像 鱼 一 样 味 汐 地 抽 映 返回 ， 从 丑陋 男 的 胜 及 祸 下 面 
铅 过 ， 折 回来 时 的 方 同 径直 逃 去 。 


青い 男 を 二 間 三間 追っ か ける と 証 ぐ 追い つい て , 頭 か ら 呑 ん で し 
まっ た . 


我 就 奶 着 那个 面目 至 黑 的 丑 男 ， 退 了 兰 不 多 十 几 斥 的 距离 ， 妃 上 
了 ， 然 后 我 就 将 他 从 头 到 脚 整个 吞 到 了 肚 里 。 


そこ で 今度 は 彼 の 男 を あり っ た け の 速力 で 追っ か け て 来 て , 人 間 
の 村 , 大 き な 村 の 後 へ 着い た . 


之 后 我 义 以 我 能 跑 的 最 快 的 速度 退 着 前 面 逃 走 的 那 人 ， 直 到 来 到 人 
类 居住 的 村 子 ， 一 个 很 大 的 村 子 的 后 面 。 


見 る と むこ うか ら 火 の 老女 , 神 の 老女 が あか い ぃ 着物 , 六 枚 の 着物 
に 帯 を し め , 六 枚 の 着物 を 羽 鐵 っ て , あか い 杖 を つい て 私 の 側 へ 飛ん 
で 来 た . 


对 面 望 去 只 见 一 个 老 女神 ， 掌 管 火 的 女神 同 我 飞驰 而 来 ， 她 映 穿 红 
色 衣 服 ， 里 外 披 有 六 层 ， 束 着 带子 ， 持 着 红色 神 杖 ， 朝 我 说 道 : 


「 こ れ は これ は , お 前 は 何 し に この アイ ヌ 村 へ 来る の か , さあ お 
帰り , さあ お 帰り . 」 


“这 不 是 谷地 魔神 嘛 ， 你 来 到 这 个 阿 依 努 村 干什么 呢 ? 赶快 回去 ， 
赶快 回去 ! ” 


言い な が ら , あか い 杖 , か ね の 杖 を ふり 上 げ て 私 を た た く と , 杖 
か ら 燥 が 私 の 上 へ 雨 の 様 に 降っ て 来る . 


她 边 说 边 抢 起 红色 金 杖 打 向 我 ， 于 是 像 雨 一 般 的 团团 火焰 从 杖 的 尖 
端 飞 到 我 头顶 。 


けれ ども 私 は ちっ と も 構わ ず , 小 打 ち 鳴 らし な が ら 彼 の 男 を 追っ 
か ける と , 彼 の 男 は 村 の 中 を よく まわ る 環 の 様 に 走っ て 行く . その あ 
と を 飛ん で 行く と , 大 地 が 裂け 大 地 が 破れ る . 村 中 は 大 さき さわぎ, 妻 の 
手 を 引く 者 , 子 の 手 を 引く 者 , 泣き 叫び 逃げ ゆく も の 煮え くり か える 
ょ よう な あり さま , けれ ども 私 は 少し も 構わ ず , 土 吹雪 を た て る , 火 の 
老女 神 は 私 の 側 を 走っ て 来る と 大 へ ん な 燃 が , 私 の 上 に 飛び 交 う . 


但 是 我 对 此 一 点 都 不 在 乎 ， 我 将 牙 哎 得 咯 叶 咯 咬 啊 ， 继 续 奶 着 那个 
男人 ， 那 个 男人 绕 着 村 子 忽 厦 圈 儿 跑 ， 我 紧 随 在 他 后 和 面 妃 着 ,我 所 经 过 
之 处 大 地 都 裂 开 了 。 村 里 人 们 乱 成 一 团 ， 有 拉 住 妻子 的 手 的 ， 有 拉 住 孩 
子 的 手 的 ， 也 有 轿 喊 着 逃走 的 ， 简 直 就 是 一 锅 粥 ， 但 我 一 点 也 不 在 乎 ， 
脚后跟 升 起 土 烟 一 个 劲 儿 地 跑 ， 即 便 那 个 掌管 火 的 老 女 神 一 直 退 着 我 ， 
将 她 那 团团 火球 一 个 个 投 到 我 头顶 。 


その 中 に , 彼 の 男 は 一 軒 の 家 に 飛び 込む と 長 ぐ に また 飛び 出し 
た . 見 る と , 逢 の 小弓 に 逢 の 小 矢 を つが えて , むこ うか ら ニ コ ニ ュ コレ し 


て , 私 を ね ら っ て いる . 


在 此 期 间 ， 那 个 男人 路 到 一 个 屋子 里 后 ， 不 多 时 又 跳 了 出 来 。 我 一 
看 ， 他 正 拿 着 血 草 做 的 小 箭 拱 在 甘草 做 的 小 号 上 面 ， 呵 呵呵 呵 地 笑 着 ， 
从 对 面 癌 这 边 有 瞄准 大 我 。 


それ を 見 て 私 は 可笑し く 思 っ た . 「 あ ん な 小さ な 償 の 矢 , 何で 人 
が 苦し む も の か . 」 と 思い な が ら 私 は 牙 を 打ち 鳴ら し て , 頭 か ら 香 も 
うと し た ら , その 時 彼 の 男 は 私 の 首 ッ 玉 を し た た か に 射 た . それ っ き 
り ど うし た か わか ら な く な っ て し まっ た . 


看 到 这 个 我 党 得 很 可 笑 ， 心 想 :“ 那 样 的 小 不 点 儿 的 草 箭 ， 难 道 不 
契 给 我 挠 痒痒 的 吗 ? ?我 把 牙 咬 得 咯 跑 咯 咳 啊 ， 想 奔 问 他 将 他 从 头 到 脚 
否 控 ,但 就 在 这 时 ， 那 个 男人 的 入 猴 狠 地 射 中 了 我 的 头颅 ， 随 后 的 事 
情 ， 我 就 不 知道 了 。 


ふと 気がつい て 見 た と ころ が , 大 き な 音 の 耳 と 上 耳 の 間 に 私 は い 
た . 村 の 人 々 が 集 っ て , 彼 の 私 が 追っ か けた 若者 が 大 声 で 指図 を し 
て , 私 の 恨 体 を みん な 細か に 刻み 一 つ 所 へ 運ん で 焼い て , その 次 を 山 
の 岩 の 岩 の 後 へ 捨て て し まっ た . 


我 忽 地 醒 过 来 后 ， 发 党 目 己 在 一 条 大 龙 的 两 耳 之 间 。 村 里 的 人 们 正 
集合 在 一 起 ， 那 个 我 先前 追赶 的 男人 正大 声 地 指挥 着 他 们 什么 ， 他 们 将 
我 的 尸体 切 成 了 人 碎片， 集中 到 一 个 地 方 烧 成 灰 ， 然 后 将 这 些 灰 丢弃 在 山 
里 一 块 块 的 大 岩石 后 面 。 


令 に な っ て は じ め て 見 る と , それ は , た だ の 人 間 た だ の 若者 だ と 
思っ た の は オキ キリ ムイ , 神 の 勇者 で あっ た . 


到 现在 回想 起 这 件 事 ， 我 才 第 一 次 知道 ， 我 原 以 为 只 是 普通 人 的 那 
个 年 轻 人 ， 就 是 人 类 始祖 ， 他 是 一 个 如 同 神 一 般 强 大 的 勇士 。 


恐 し い 悪 い 神 , 悪魔 神 , 私 は それ で あっ て 人 間 の 村 の 近く に いる 
の で , オキ キリ ムイ は 村 の 為 を 思っ て , 私 を お こら せ 自 分 を 追い か け 
させ て , 人 逢 の 矢 で 私 を 殺し た の で あっ た . それ か ら , 先 に 私 が 呑ん で 
し まっ た 青い 和男 は , 人 間 だ と 思っ た の だ っ た が それ は , オキ キリ ムイ 
が その 放 糞 を 人 に 作り , それ を 連れ て 来 た の で あっ た . 


我 是 可 怕 的 恶魔 之 神 ， 又 住 在 人 类 村 子 的 附近 ， 因 此 人 类 始祖 为 了 
村 人 考虑 ， 故 意 邦和 你 我 ， 让 我 退 赶 他 ， 然 后 他 就 用 竹 章 之 箭 杀 死 了 我 。 
至 于 我 之 前 否 下 的 那个 面目 青 黑 的 人 ， 其 实 他 不 是 人 ， 而 是 人 类 始祖 用 
目 己 拉 的 凑 便 做 成 的 像 人 一 样 的 东西 ， 也 正 是 人 类 始祖 带 着 它 来 到 我 住 
所 和 劳 边 激 盘 我 的 。 


私 は 魔神 で あっ た か ら , 今 は も う 地 獄 の お そろ し い 悪 い 国 に や ら 
れ た の だ か ら , これ か ら は , 人 間 の 国 に は , な ん の 危険 も な い , 邪魔 
も の も な いで あろ う . 


因 肪 我 走 魔神 , 所 以 死 后 破 打 入 了 地 獄中 念 人 索 恨 的 枯 魔 之 国 , 人 
今 以 后 ， 在 人 类 的 国度 里 ， 不 会 再 有 危险 的 ， 作 和 恶 的 东西 存在 了 吧 。 


私 は 興し い 魔 神 で あっ た けれ ども , 一 人 の 人 間 の 計略 に まけ て , 
今 は も うつ ま ら な い 死 方 , 悪い ら 死 方 を する の で す . 


我 虽然 是 个 可 怕 的 魔神 ， 却 输 在 了 一 个 人 类 的 计谋 之 下 ， 最 终 ， 死 
得 既 糟 烷 ， 又 无 聊 。 


と 谷地 の 魔神 が 物語 り ま し た . 


一 一 以 上 就 是 山谷 魔神 所 讲 的 故事 。 


小 狼 の 神 が 自 ら 歌 っ た 謡 「 ホ テ ナ オ ] 
小 狼 選 神 吟 唱 的 歌 骨 “ 喉 太 那 奥 ” 


ホテ ナオ 
嘩 太 那 農 


ある 日 に 退屈 な の で 浜辺 へ 出 て , 遊ん で いた ら 一 人 の 小男 が 来 て 
いた か ら , 川下 へ 下る と 私 も 川下 へ 下り , 川上 へ 来る と 私 も 川上 へ 行 
き 道 を きえ ぎっ た ., 


有 一 天 我 感到 无 聊 ， 就 到 海边 玩 ， 看 到 一 个 小 男孩 在 海边 走 的 时 
候 ， 我 有 了 主意 ， 于 是 当 他 往 下 流 走 时 我 也 往 下 流 走 ， 当 他 往 上 流 走时 
我 也 往 上 流 走 ， 故 意 挡住 他 的 去 路 。 


才 吾 二 川 下 入 六 回 川上 人 入 六 回忆 不 2 大 时 ， 小 男 法 持 前 中 靖 疹 去 颜 
に 表し て 言う こと に は , 

就 这 样 往 下 流 和 上 流 各 走 了 六 次 时 ， 小 男孩 终于 忍 不 住 暴 路 起 来 ， 
说 道 : 


「 ビ イ ビ イ , この 小僧 め 悪 い 小 僧 め , そん な 事 を する な ら こ の 岬 
の , 昔 の 名 と 今 の 名 を 言い 解い て 見 ろ 」 


“ 哗 吗 ， 你 这 小 子 ， 你 这 个 坏 小 子 ! 你 以 为 你 是 老大 吗 ? 老 挡 住 我 
的 路 ! 有 本 事 的 话 你 给 我 说 说 这 个 山 师 过 去 的 名 字 和 现在 的 名 字 ， 我 看 
对 不 对 ! ” 


私 は 聞い て 笑い な が らい うこ と に は , 「 誰 が この 岬 の 昔 の 名 と 今 


の 名 を 知ら な いも の か ! 昔 は , 尊い えら い 神 様 や 人 間 が 居 っ た か ら こ 
の 岬 を 神 の 岬 と 音 っ た も の だ が , 今 は 時 代 が 衰え たから 御 幣 の 岬 と ょ 
ん で いる の き ! | 


我 听 了 边 笑 边 说 道 :“ 谁 不 知道 这 个 山 岂 过 去 和 现在 的 名 字 啊 ! 过 
去 ， 这 里 住 厦 的 是 受 人 强 敬 的 、 伟 大 的 神 还 有 像 神 一 样 厉害 的 人 ， 所 以 
叫做 神 之 师 ， 而 如 今 时 代 豪 退 了 ， 只 叫做 御 币 师 。” 


と の ボド 男 の 先 う こと し は 。 TE イド zs イイ S25 で の 小僧 
め , 本 当 に お 前 は そう いう な ら こ の 有川 の 前 の 名 と 今 の 名 を 均 っ て 見 
ろ . | 


我 说 完 后 ， 小 男孩 不 服气 地 说 道 :“ 哗 吐 ， 哗 咕 ， 你 这 个 小 子 ， 你 
真 的 啥 都 知道 的 话 ， 那 就 说 说 这 条 河 过 去 和 现在 的 名 字 给 我 听 ! ? 


聞く と , 私 の 云う こと に は , 「 誰 が この 有川 の 前 の 名 今 の 名 を 知ら 
な いも の か ! 昔 えら か っ た 時 代 に は この 有川 を 流れ の 早い 川 と 云っ て 
いた の だ が , 今 は 世 が 衰 えて いる の で 流れ の 遅い 川 と 云っ て いる の 
に | 


我 于 是 又 说 :“ 谁 不 知道 这 条 河 过 去 和 现在 的 名 字 啊 ! 过 去 有 伟大 
的 神 的 时 候 这 条 河流 得 很 快 ， 叫 做 快 流 河 ， 而 如 今 时 代 桶 退 了 ， 叫 做 慢 
流 河 。” 


去 村 忆 四 男 砚 爱河 忆 区 亿 仁和 |[ ピ ビ イ トシ トン 。 ビ ピ イ トン トッ ,。 本 
当 に お 前 そん な 事 を 云う な ら お 互 の 素性 の 解き 合い を や ろう . ] 


我 说 完 后 小 男孩 又 叫 道 :“ 哗 吨 吐 ， 哗 吨 吐 ， 你 果真 什么 都 知道 ? 
那 你 给 我 说 说 我 们 俩 ， 本 质 上 都 是 什么 东西 ! ” 


聞い て 私 の 云う こと に は , 「 誰 が お 前 の 素性 を 知ら な いも の か ! 
昔 , オキ キリ ムイ が 山 へ 行っ て 狩猟 小 舎 を 建て た 時 , 楼 の 木 の 炒 緑 


を 作っ た ら そ の 炒 緑 が 火 に 当っ て か ら か ら に 乾い て し まっ た . 


我 听 了 后 再 次 说 道 :“ 谁 不 知道 你 的 原形 啊 ! 很 早 很 早 ， 人 类 始祖 
上 山 打 猜 时 ， 在 山上 建 了 座 小 屋 ， 拿 标 子 木 在 屋 里 做 了 暖 炉 的 炉 缘 ， 后 
来 那 炉 缘 因 经 常 受 火烧 烤 变 干 变 便 了 。 


オキ キリ ムイ が 片方 を 踏む と 片 一 方 が 上 る , それ を オキ キリ ムイ 
が 怒っ て , その 炒 縁 を 川 へ 持っ て 下り 捨て て し まっ た の だ . 


人 类 始祖 想 把 它 弄 直 ， 就 用 脚 躁 它 ， 谁 知 躁 直 了 这 边 ， 那 边 就 殴 
起 ， 踩 直 了 那 边 ， 这 边 就 地 起 ， 人 类 始祖 恼人 称 了 ， 就 把 它 整个 剥 下 来 扔 
进 了 河 里 ， 任 赁 它 被 流水 冲 到 河 的 下 洲 。 


それ か ら そ の 炒 緑 は 流れ に 沿う て 流れ て いっ て 海 へ 出 で , 彼方 の 
海 波 , 此 方 の 海 波 に 打ち つけ られ る 様 を 神様 た ち が 御 覧 に な っ て , 敬 
うべ きえ らい オキ キリ ムイ の 手作り の 物 が その 様 に 何 の 役 に も た た 
ず , 迷い 流れ て 海水 と 共に 腐っ て し まう の は 勿体 な い 事 だ か ら , 神様 
た ちか ら そ の 炉 緑 は 魚 に され て , 炒 緑 魚 と 名 づけ られ た の だ . 


然后 那 炉 缘 束 顺 着 河流 流 进 了 海里 ， 但 到 周围 海浪 的 反复 招 打 ， 神 
灵 们 看 到 这 个 景象 ， 觉 得 它 本 来 是 受 人 导 敬 的 伟大 的 人 类 始祖 亲手 做 出 
的 东西 ， 而 现在 却 因 失 去 作用 而 被 遗弃 ， 迷 失 于 茫 东 大 海 之 中 ， 被 海水 
侵蚀 ， 眼 看 即将 消亡 列 尽 ， 这 是 一 个 多 么 不 值得 ， 多 么 溪 费 生命 的 事情 
啊 ! 于 是 神 郝 们 就 把 它 变 成 了 一 条 鱼 ， 并 起 名 为 炉 缘 鱼 。 


と ころ が その 妨 縁 魚 は , 自分 の 素性 が わか ぁ ら な い の で , 人 に ば ぱ ばけ 
て うろ つい て いる . その 妨 縁 魚 が お 前 な の さき さ . | 


然而 这 炉 缘 鱼 ， 如 今 却 不 知道 自己 的 真面目 了 ， 竟 化 成 人 形 到 处 游 
荡 。 而 你 就 是 这 炉 缘 鱼 ! ] 


云う と , 小男 は 顔色 を 変え 変え 聞い て いた が 「 ピ イト ント ン , ピ 


イト ント ン ! お 前 は , 小さ い , 狼 の 子 な の き . 」 


听 这 番 话 的 时 候 ， 小 男孩 的 脸色 变 绿 又 变 紫 ， 终 于 忍 不 住 叫 了 出 
来 :“ 哗 肾 肾 ， 哗 吗 肾 ! 那 ... 那 你 就 是 那个 .小 ... 狠 的 孩子 没 错 了 ! ? 


去 中 级 如 上 上， 直人 已 海信 信 于 和 w 睫 徐 俱 这 思 龙 ， 
话 一 说 完 他 就 扑通 一 声 跳 进 海里 去 了 。 


あと 見 送る と , 一 つの 赤い 魚 が 尾 鮨 を 動か し て ずーっと 沖 へ 行っ 
て し まっ た . 


我 退 着 他 的 影子 看 去 ， 只 见 一 条 红色 的 鱼 扇 动 着 尾鳍 ， 一 直 朝 着 海 
的 深 处 游 去 。 


と , 幼い 狼 の 神様 が 物語 り ま し た . 


一 一 以 上 就 是 小 狼 之 神 所 讲 的 故事 。 


野 の 神 が 自 ら 歌 っ た 謡 | コン クワ ] 
体 鹃 神 吟唱 的 歌谣 “ 考 因 库 丽 * 


コン クワ 
考 恩 库 瓦 


昔 私 の 物 言 う 時 は 桜 皮 を 巻い た 弓 の 弓 把 の 央 を 鳴り 渡 タ ろ す 如く に 
斉 っ た の で あっ た が , 今 は 亡 え 年 老い て し まっ た 事 よ . けれ ども 誰か 
雄弁 で 使者 と し て の 自信 を 持っ て る 者 が あっ た ら , 天国 へ 五 ツ 半 の 談 
刻 を 言 ド つけ て や ゃ り た いら の だ ,。」 


过 去 我 巧 舌 如 千 ， 说 话 有 分 量 之 时 ， 只 是 把 着 一 把 树 皮 郑 制 而 成 的 
与 ， 它 都 会 呀 嘎 作 啊 ， 而 如 今年 老 气 事 ， 我 这 条 再 涉 也 卷 不 动 了 。 但 是 
如 果 有 一 个 拥有 自信 而 且 能 言 善 辨 之 人 ， 我 则 想 派 他 去 天 国 进 行 五 个 半 
的 谈判 。” 


大 加 人 ED 可 人 0 芝 四 上 守 万 类 总 办 办 全 私 计 宦 必 太 % 攻 这 
ろか が 入口 で 誰か が 「 私 を お いて 誰が 使者 と し て 雄 信 で 自信 の ある も の 
が ある で し ょ う . 」 と いう の で , 見 る と 衝 の 若者 で あっ た . 私 は 家 に 
入れ て , それ か ら , た が つき の シン トコ の 蓋 の 上 を た た き な が ら 稚 の 
若者 を 使者 に た て る 為 そ の 談 痢 を 云い きか せ て 三 日 た っ て , 三 つ 目 の 
談 半 を 話し な が ら 見 る と , 徐 の 若者 は 炉 縁 の 後 で 居眠り を し て いる , 
それ を 見 る と 病 に さわ っ た の で , 徐 の 若者 を 羽 ぐ る み 引 っ ぱた いて 毅 
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我 裔 着 带 名 行 器 的 六 子 说 道 ， 然 而 这 时 家 门口 有 谁 叫 道 :“ 除 了 我 
还 有 谁 能 做 使 者 ， 目 信 且 具有 雄辩 之 才 呢 ? ?我 一 看 ， 原 来 是 年 轻 的 乌 


鸥 ， 于 是 我 让 他 进入 家 中 ， 接 下 来 ， 我 融 着 市 铸 行 占 的 盖子 给 他 讲 让 他 
作为 使 者 去 谈判 的 事情 ， 一 直 经 过 了 三 天 ， 在 第 三 天 的 讲话 中 ， 我 看 到 
这 年 轻 的 乌鸦 在 炉 缘 后 面 打 瞳 睡 ， 我 于 是 气 不 打 一 处 来 ， 用 我 强劲 的 地 
膀 直 接 把 他 担 死 了 。 


それ か ら 又 た が つき の シン トコ の 著 の 上 を た た き な が ら , 「 誰 か 
使者 と し て 自信 の ある 者 が あれ ば 天国 へ 五 ツ 半 の 談 装 を 痛い つけ て や 
り た い . | と 吾 う と , 誰か が また 入口 へ 「 誰 が 私 を お いて , 雄 和 弁 で 天 
国 へ 使者 に 立つ ほど の 者 が あり まし ょ う . | 上 言 3T, 見 る と 山 の 
か け す で あっ た . 


随后 我 又 禹 着 市 夭 行 器 的 症 子 说 道 :“ 和 在 有 谁 有 目 信 成 为 使 者 ， 我 
想 让 他 去 天 国 进 行 五 个 半 的 谈判 。” 说 完 ， 谁 又 在 家 门口 叫 道 : “除了 
我 ， 还 有 谁 能 有 作为 使 者 去 天 国 的 雄辩 之 才 呢 ? ”我 一 看 ， 原 来 是 山里 
的 松 牙 。 


家 へ 入れ て , それ か ら ま た た が つき の シン トコ の 薔 の 上 を た た き 
な が ら 五 ツ 半 の 談 痢 を 話し て , 四 日 た っ て , 四 つ の 用 向 を 言っ て いる 
うち に 山 の か け す は 炒 縁 の 後 で 居眠り を し て いる . 私 は 腹 が 立っ て , 
山 の か け す を 羽 ぐ る み ひ っ ぱた いて 殺し て し まっ た . 


我 让 他 进入 家 中 ， 然 后 还 是 豆 着 带 短 行 器 的 兰 子 跟 他 讲 五 个 半 的 谈 
判 的 事情 ， 这 样 经 过 了 四 天 ， 在 我 跟 他 讲 四 个 要 事 的 时 候 ， 我 发 现 这 山 
里 的 松 鸦 也 在 炉 缘 后 面 打 睡 睡 。 我 于 是 又 生气 了， 用 我 强劲 的 翅膀 把 他 
也 拍 死 了 。 


それ か ら ま た た が つき の シン トコ の 甘 の 上 を た た き な が ら , 「 誰 
か 雄 信 で 使者 と し て 自信 の ある 者 が あれ ば , 天国 へ 五 ツ 半 の 談 痢 を 持 
た せ て や り た い . | と 音 う と , 誰か が 慎 深 い 態 度 で は いっ て 来 た の 
で , 見 る と 川 ガ ラス の 若者 , 美しい 様子 で 左 の 座 に 汗 っ た . それ で 私 
は た が つき の シン トコ の 著 の 上 を た た きき ながら 五 ツ 半 の 用 件 を 夜 で も 


皿 で も 育 い 続け た . 見 れ ば 川 ガ ラス の 若者 , 何 も 疲れ た 様子 も な く 聞 
いて いて , 太 と 夜 を 数 えて 六 日 目 に 私 が 音 い 余る と 長 ぐ に 天 賀 か ら 出 
て 天国 へ 行っ て し まっ た . 


随后 我 义 珊 着 市 锋行 占 的 盖子 说 道 ;“ 耕 有 谁 有 雄辩 之 才 ， 且 有 自 
信和 成 为 使 者 ， 我 想 让 他 去 天 国 进 行 五 个 半 的 谈判 。” 说 完 ， 有 谁 抱 着 小 
心中 距 的 态度 进入 我 的 家 中 ， 我 一 看 ， 原 来 是 年 轻 的 河 鸦 ， 他 容貌 俊 
美 ， 坐 到 了 磊 侧 的 位 于 上 。 人 然后 我 束 禹 着 带 短 行 希 的 凋 子 不 分 公 夜 地 跟 
他 讲 五 个 半 谈 判 的 事情 。 却 次 这 个 年 轻 的 河 牲 ， 一 点 儿 也 没有 疲倦 的 迹 
象 ， 束 这 样 一 二 听 着 我 讲 ， 过 了 好 儿 个 白天 和 黑夜 ， 到 第 六 天 我 把 事情 
说 完 的 时 候 ， 他 便 马 上 从 天 窗 飞 出 飞 同 天 国 去 了 。 


么 四 谈判 D 大 芭 权 寺 ， 人 间 四 世界 亿 饶 通信 加 2 世人 间 励 性 法 今 忆 
も 鍼 死 し よう と し て いる . どう いう 訳 か と 見 る と 天国 に 鹿 を 司る 神様 
と 魚 を 司る 神様 と が 相談 を し て , 鹿 も 出さ ず 魚 も 出さ ぬこ と に し た か 
ら で あ っ た の で , 神様 た ちか ら ど ん な に 育 わ れ て も 知ら ぬ 顔 を し て い 
る の で , 人 間 た ち は 猟 に 山 へ 行っ て も 鹿 も 無い , 魚 漁 に 川 へ 行っ て も 
魚 も 無い . 私 は それ を 見 て 腹 が 立っ た の で , 鹿 の 神 , 魚の 神 へ 使者 を 
た て た の で ある . 


那个 谈判 的 大 意 为 ， 人 类 世界 及 生 饥 元 了 ， 人 们 都 快要 狐 死 了 ， 但 
不 知道 为 什么 ， 天 国 里 负责 人 类 世界 中 鹿 和 鱼 的 两 个 神灵 像 是 共通 一 致 
地 不 同人 类 提供 鹿 和 鱼 ， 人 们 不 管 神灵 们 在 次 什么 ， 也 只 是 一 副 不 懂 的 
样子 照样 去 打猎 和 捕 鱼 ， 但 是 到 了 山中 ， 一 只 鹿 也 见 不 着 ， 到 了 河 里 ， 
一 条 鱼 也 找 不 到 。 我 看 到 这 些 情 景 十 分 生气 ， 于 是 才 派 使 者 去 见 天 国 中 
负责 鹿 和 鱼 的 神灵 。 


それ か ら 幾 日 も た っ て 空 の 方 に 微か な 音 が きこ えて いた が , 誰か 
が は いっ て 来 た . 見 る と 川 ガ ラス の 若者 , 今 は 前 より も 美しき さ を 増 
し , 勇ましい 気品 を そなえ て 返し 談 鹿 を 述べ は じ め た . 


从 那 之 后 没 过 几 天 ， 从 天 空 方 回 传 来 了 微弱 的 声 首 ， 应 该 是 谁 回来 
了 。 我 一 看 ， 正 是 年 轻 的 河 鸦 ， 他 比 以 前 更 加 俊美 ， 而 且 散 发 着 勇者 的 
气质 ， 他 回 到 家 中 ， 开 始 癌 我 报告 谈判 的 结果 。 


天国 の 鹿 の 神 や 魚の 神 が 今 日 まで 鹿 を 出さ きず 魚 を 出さ な か っ た 理 
由 は , 人 間 た ち が 鹿 を 捕る 時 に 木 で 鹿 の 頭 を た た き , 皮 を 剥ぐ と 鹿 の 
頭 を その まま 山 の 木 原 に 捨て お き , 魚 を と る と 腐れ 木 で 魚の 頭 を た た 
いて 殺す の で , 鹿 ど も は , 裸 で 泣き な が ら 鹿 の 神 の 許 へ 帰り , 魚 ども 
は 腐れ 木 を くわ えて 魚の 神 の 許 へ 帰る . 鹿 の 神 , 魚の 神 は 怒っ て 相談 
を し , 鹿 を 出さ ず 魚 を 出さ な か っ た の で あっ た . が , この の ち 人 間 た 
ち が 鹿 で も 魚 で も て いね い に 取 扱う と いう 事 な ら 鹿 も 出す 魚 も 出す で 
あろ う , と 鹿 の 神 と 魚の 神 が 吉 っ た と いう 事 を 詳し く 申 し 立て た . 


天 国 中 负 贡 上 鹿 和 鱼 的 神灵 到 现在 为 止 一 直 不 同人 类 提供 应 和 鱼 的 理 
由 是 ， 人 类 在 捕获 鹿 时 用 木 尖 敲打 它 的 尖 ， 且 剥 了 鹿 皮 之 后 将 鹿 尖 就 那 
样 扔 进 山中 的 林子 ， 捕 到 鱼 时 则 用 烂 木 头 融 打 鱼 头 将 它 杀 死 ， 可 怜 的 鹿 
们 ， 赤 裸 厦 活 江 着 回 到 谭 神 的 喘 边 ， 可 怜 的 鱼 们 ， 嘴 里 哺 厦 烂 木 头 回 到 
鱼 神 那里 。 鹿 神 和 鱼 神 都 很 恼 您 ， 他 们 商定 好 ， 两 方 都 不 再 癌 人 类 提供 
鹿 或 鱼 ， 但 是 若 以 后 人 们 能 够 温和 地 对 待 他 们 的 话 ， 两 神灵 将 还 会 提供 
鹿 或 鱼 给 入 类 的 。 年 轻 的 河 鸦 给 我 详细 转述 了 鹿 神 和 人 鱼 神 所 说 的 话 。 


私 は それ を 聞い て か ら 川 ガラ ス の 若者 に 讃 辞 を 星 し て , 見 る と 本 
当 に 人 間 た ち は 鹿 や 魚 を 粗末 に 取扱 っ た の で あっ た . 


我 昕 了 这 些 大 为 赞 芝 年 轻 的 河 鸦 ， 我 确证 了 一 番 ， 人 类 确实 对 答 庶 
和 鱼 其 是 粗暴 。 


それ か ら , 以後 は , 決し て そん な 事 を し な い 様 に 人 間 た ち に , 眠 
り の 時 , 夢 の 中 に 教え て や っ た ら , 人 間 た ち も 悪 か っ た と いう 事 に 気 
が 付き , それ か ら は 幣 の 様 に 魚 を と る 道具 を 美しく 作り , それ で 魚 を 
と る . 鹿 を と っ た と き は , 鹿 の 頭 も きれ い に 飾 っ て 祭る , それ で 魚 た 


ち は , よろ こん で 美しい 御幣 を くわ えて 魚の 神 の も と に 行き , 鹿 た ち 
は ょ よろ こん で 新しく 月 代 を し て 鹿 の 神 の も と に 立ち 帰る . それ を 鹿 の 
神 や 魚の 神 は よろ こん で 沢山 魚 を 出し , 沢山 鹿 を 出し た . 


从 那 以 后 ， 为 了 不 让 人 类 再 继续 这 样 对 符 鹿 和 鱼 ， 我 趁 人 们 进入 梦 
乡 时 ， 在 梦 中 教育 了 他 们 ， 人 们 也 终于 认识 到 了 自己 的 错误 ， 从 那 以 后 
人 们 把 捕 鱼 的 工具 做 得 像 御 币 一 样 美观 ， 拿 它 来 捕 鱼 。 捕 到 鹿 的 时 候 ， 
将 此 头 华丽 地 装饰 后 并 且 和 祭礼 ， 因 此 鱼 们 最 终 高 兴 地 嘴 衔 美丽 的 御 币 回 
到 鱼 神 的 号 边 ， 鹿 们 也 高 兴 地 获得 新 生 而 回 到 鹿 神 的 住处 。 鹿 神 和 鱼 神 
因此 大 为 高 兴 ， 同 人 们 提供 了 数量 更 多 的 鹿 和 鱼 。 


人 間 た ち は , 今 は も うな ん の 困る 事 も ひも じい 事 も な く < く 暮 し て い 
る , 私 は それ を 見 て 安心 を し た . 


人 们 现在 已 是 没有 任何 困扰 ， 疫 有 任何 饥 包 地 生活 着 了 。 我 看 到 这 
个 情景 就 安心 了 。 


私 は 。 も う 年 老い 昌 和 级 三 驹 四 运 天国 べ 行 と うと 思っ て いた 
の だ けれ ども , 私 が 守護 し て いる 人 間 の 国 に 鱗 人 鐘 が あっ て 人 間 た ち が 
鍼 死 し よう と し て いる の に 構わ ず に 行く 事 が 出来 な い の で , これ まで 
居 た の だ けれ ども , 今 は も うな ん の 気がかり も 無い か ら , 最も 強い 者 
若い 男 者 を 私 の あと に お き 人 間 の 世 を 守護 させ て , 今 天国 へ 行く 所 な 
の だ . 


我 已 经 年 老 气 衰 ， 想 要 到 天 国 去 安 主 晚年 ， 但 我 守护 的 人 类 之 国 ， 
右 是 有 饥 镍 ， 人 们 都 要 饿 死 的 话 ， 我 哪 能 不 管 不 问 地 只 顾 目 己 离 去 呢 ? 
我 一 直 守 护 着 人 类 直到 现在 ， 现 在 我 已 经 用 不 着 忧虑 了 ， 我 把 我 的 位 置 
留 给 这 个 能 力 强 大 的 年 轻 的 河 猩 ， 让 他 守护 人 类 之 国 ， 我 这 就 要 飞 往 天 
国 而 去 了 。 


と , 国 の 守護 神 な る 菊 神 ( 碟 ) が 物語 っ て 天国 へ 行き まし た . 


ー 一 人 美 之 国 的 守 所 神 一 一 殴 神 ( 億 嶋 神 ) 讲 完 这 个 故事 就 去 往 天 
国 了 。 


海 の 神 が 自ら 歌っ た 謡 | アト イカ トマ トマ キ クン ト 
| 
竹 神 吟唱 的 歌谣 “ 阿 托 依 计 托 马 图 阿 奇 库 
因 图 太 阿 分 哼 哼 ! ” 


アト イカ トマト マキ クン ト テ アシ フムフム 
阿 托 依 味 托 马 图 阿 奇 库 恩 图 太 阿 兮 哼 哼 


長い 見 様 , 六 人 の 見 様 , 長い 姉 様 , 六 人 の 姉 様 , 短い 見 様 , 六 人 
の 見 様 , 短い 姉 様 , 六 人 の 姉 様 が 私 を 育て て 居 た が , 私 は 宝物 の 積ん 
で ある 傍 に 高床 を し つら を , その 高床 の 上 に すわ っ て 彰 刻 み 融 彫り , 
それ の み を 事 と し て 暮し て いた . 


我 有 个 子 高 的 哥哥 六 人 ， 个 子 高 的 姐姐 六 人 ， 个 子 矮 的 哥哥 六 人 ， 


个 子 矮 的 姐姐 六 人 ， 他 们 共同 抚养 我 ， 我 则 是 在 家 里 堆 满 宝物 的 地 方 劳 
辺 筑 一 高台 , 学 在 高台 上 , 整 天 的 工作 具 走 膝 刻 剣 形 , 刻 了 又 刻 。 


毎日 , 朝 に な る と 見 様 た ち は 矢 筒 を 育 負っ て 姉 様 た ちと 一 し ょ に 
出 て 行っ て , 暮 方 に な る と 疲れ た 顔色 で 何 も 持 た ず に 帰っ て 来 て , 姉 
様 た ち は 疲 れ て いる の に 食事 導 を を し , 私 に お 膳 を 出し て 自分 た ち も 
食事 を し て , 食事 の あと が 片 附 く と , それ か ら 兄 様 た ち は 矢 を 作る の 
に 忙し く 手 を 動か す . 矢 筒 が 一 ば い に な る と , みん な 疲れ て いる も の 
だ か ら , 寝る と 高 財 を 響かせ て ね むっ て し まう . 


每 天 早上 哥哥 们 背 着 第 简 和 姐姐 们 一 块 儿 出 去 ， 到 了 上 晚上 带 着 疲 息 
的 神色 两 手 空空 地 回来 ， 姐 姐 们 已 经 很 累 了 ， 但 还 是 会 做 好 饭 ， 把 饭 端 
到 我 面前 ， 然 后 自己 吃饭 ， 吃 完 后 收拾 受 当 ， 然 后 再 和 哥哥 们 一 起 做 


筋 ， 手 里 从 个 不 停 。 符 大 家 做 好 箭 将 箭 人 简装 满 ， 都 已 经 很 系 了 ， 他 们 去 
躺 下 后 就 会 马上 高 声 打 起 呼噜 睡 着 。 


その 次 の 日 に な る と まだ 暗い 中 に みん な 起き て , 姉 様 た ち が 食事 
振 え を を し て 私 に 膳 を 出し , みん な 食事 が 済む と , また 矢 筒 を 背負 っ て 
行っ て し まう . また 夕方 に な る と 疲れ た 顔色 で 何 も 持 た ず に 帰っ て 来 
て , 姉 様 た ち は 食 事 控え , 兄 様 た ち は 矢 を 作っ て , 何時 で も 同じ 事 を 
し た GS 


第 二 天 天 还 没完 大 家 就 起 来 ， 姐 姐 们 做 好 饭 把 饭 给 我 端 来 ， 大 家 也 
都 吃 好 饭 后 ， 接 着 又 背 上 第 简 出 门 。 到 了 晚上 又 是 带 着 疲惫 的 神色 两 手 
空空 地 回来 ， 姐 姐 们 做 饭 ， 哥 哥们 做 箭 ， 不 论 哪 天 均 是 如 此 。 


ある 日 に また 上 兄 様 た ち 姉 様 た ち は 矢 筒 を 背負 っ て 出 て 行っ て し 
まっ た . 宝物 の 彫刻 を 私 は し て いた が や が て 高床 の 上 に 起き 上 り , 金 
の 小弓 に 金 の 小 矢 を 持っ て 外 へ 出 て , 見 る と 海 は ひろ びろ と 凪 ぎ て , 
海 の 東 へ 海 の 西 へ 魚 た ち が バ パチ ャ パチ ャ と 遊ん で 居る . する と 海 の 東 
に 長い 姉 様 , 六 人 の 姉 様 が 手 を つら ね て 輪 を つく る と , 短い 姉 様 , 六 
人 の 姉 様 が 輪 の 中 へ 人 鯨 を 追い 込む , 長い 兄 様 , 六 人 の 見 様 , 短い 見 
様 , 六 人 の 兄 様 が 輪 の 中 へ 人 鯨 を ね らい 射 つ と , その 鯨 の 下 を 矢 が 通り 
上 を 矢 が 通る . 毎日 毎日 彼 等 は こん な 事 を し て いた の で あっ た . 見 る 
と 海 の 中 央 に 大 き な 鯨 が 親子 の 魚 が 上 へ 下 へ バチ ャ パチ ャ と 遊ん で 居 
る の が 見 えた の で , 遠い 所 か ら 金 の 小弓 に 金 の 小 矢 を 番 え て ね らい 
射 っ た と ころ , 一 本 の 矢 で 一 度 に 親子 の 人 鯨 を 射 貢 いて し まっ た . 


有 一 天 哥哥 们 和 姐姐 们 又 背 着 箭 简 出 去 了 。 我 继续 雕刻 宝物 ， 终 于 
我 从 高 台 上 起 身 ， 拿 了 金 做 的 小 弓 和 小 第 出 了 门 去 ， 外 面 海上 广阔 ， 风 
平 浪 静 ， 钰 鱼 们 叭 唆 叭 吧 地 在 海 的 东 面 和 西 面 之 间 游 来 游 去 ， 我 看 到 海 
面 东 侧 高 个 儿 的 六 个 姐姐 手 拉 手 围 成 了 一 个 圆圈 ， 矮 个 儿 的 六 个 姐姐 正 
将 鱼 鱼 往 这 个 疾 里 赶 ， 蜗 个 儿 的 六 个 哥哥 和 矮 个 儿 的 六 个 哥哥 瞄准 峰 里 
的 鲸鱼 放 第 ， 篆 在 稣 鱼 映 体 上 下 和 穿梭。 每 天 哥哥 们 姐姐 们 都 在 做 同样 的 


事 。 我 看 到 海面 中 央 有 一 大 一 小 两 只 鲸鱼 只 喉 叭 嗓 地 上 下 翻滚 嬉戏 ， 于 
是 将 金 做 的 小 箭 搭 上 金 做 的 小 吕 远 远 地 瞄 准 射 去 ， 这 根 稍 一 次 就 罕 进 了 
两 只 鲸 的 喘 体 。 


そこ で 一 つの 鯨 の まん な か を 斬っ て その 半分 を 姉 様 た ちの 輪 の 中 
へ ほう りこ ん だ . それ か ら 鯨 一 ツ 半 の 鯨 を 尾 の 下 に いれ て 人 間 の 国 に 
むか っ て 行き , オタ シュ ツ 村 に 着い て 一 ツ 半 の 人 鯨 を 村 の 浜 へ 押し 上 ば げ 
て や っ た . 


然后 我 将 其 中 一 只 鲸 从 正中 间断 开 ， 将 其 中 一 半 投 进 了 姐姐 们 围 成 
的 圏 中 , 然 后 格 田 一 内 半 鯨 放 入 尾 巴 下面 去 往 人 美 之 国 , 到 送 奥 塔 修 淡 
村 ， 将 这 一 只 半 鲸 推 到 了 这 个 村 边 的 海 尾 上 。 


それ か ら 海 の 上 に ゆっ くり と 渡 い で 帰っ て 来 た と ころ が , 誰か が 
息 を 切ら し て その 側 を は し る も の が ある の で , 見 る と , 海 の ご めで 
あっ た . 


然后 我 从 海上 慢 慢 地 游 回 来 ， 路 上 ， 不 知 是 谁 上 和 气 不 接 下 气 地 跑 了 
过 来 ， 我 一 看 ， 原 来 是 海里 的 沙丁鱼 。 


息 を きら し な が ら 寺 うこ と に は , | トミ ンカ リク ル カム イカ リ 
クル イソ ヤン ケ ク ル , 男 マ シイ 神様 , 大 神様 』 あ な た は な ん の 為 
に , 挿し い 人 間 共 , 悪い 人 間 共 に 大 き な 海 話 を お や り に な っ た の で 
す . 卑しい 人 間 共 , 悪い 人 間 共 は , 人 共 も て 鎌 を も て 大 き な 海 者 を ブツ 
ブッ ツ 切 っ た り 突 っ つい た り 削 り 取 っ て いま す , 勇ましい 神様 , 大 神様 
さあ 早く 大 海 圭 を お 取り 返し な さい ませ . あん な に 沢山 , 海 計 を お や 
り に な っ て も 中 し い 人 間 た ち 悪 い 人 間 た ち は 有 難い と も 思わ ず こ ん な 
事 を し ます . 」 


他 跨 着 气 说 道 :“ 托 明 叶 里 库 一 咱 称 依 味 里 库 一 伊 索 洋 凯 库 ， 勇 敢 
的 神 啊 ， 大 神 大 人 ， 您 是 为 何 将 如 此 大 的 海味 给 了 那些 卑微 丑恶 的 人 类 


啊 ? 那些 卑微 丑恶 的 人 们 用 乔 头 和 镰刀 去 砍 ， 去 削 ， 去 刺 这 个 大 海味 ， 
取 筷 的 肉 ， 他 们 的 做 法 粗 骏 无 礼 ， 勇 敢 的 神 ， 大 神 大 人 啊 ， 请 赶快 将 这 
大 海味 取 回 。 您 就 是 给 予 他 们 再 多 的 海味 ， 他 们 这 些 卑 微 丑恶 的 人 也 不 
会 感恩 ， 还 是 会 那样 对 得 它们 的 。” 


どの の で 。 A al ei iia Ya 
や っ た も の だ か ら 今 は も う 自 分 の 物 だ か ら , 人 間 た ち が 自 分 の 持物 を 
名 で の つの つこ う が 赤 で 削 ク う が お,。 どう で も 自分 た ちの 月 南 に 食べ た らい 
いで は な いか , それ が どう な の だ . 」 と 云う と 海 の ご め は 所 在 無 げ に 
し て いる , けれ ども 私 は それ を 少し も 構わ ず 海 の 上 を ゆっ くり と お よ 
いで , も う 日 が 暮れ よう と し て いる 時 に , 私 の 海 へ 着い た . 


我 昕 了 后 笑 道 ;“ 这 是 我 给 和 人们 的 东西 ， 己 经 属于 他 们 上 自己 的 了 ， 
他 们 想 用 镰刀 刺 他 们 的 东西 ， 或 是 想 用 乔 头 削 他 们 的 东西 都 是 他 们 的 上 自 
由 ， 他 们 想 怎么 吃 反 它 也 都 可 以 ， 有 什么 不 对 吗 ? ”我 这 样 说 了 之 后 ， 
海里 的 沙丁鱼 目 瞪 口 末 ， 然 而 我 一 点 儿 都 不 在 乎 ， 继 续 在 海上 慢 慢 地 往 
回 洲 去 ， 到 了 将 近日 落 时 分 ， 我 到 了 原来 哥哥 们 姐姐 们 所 在 的 地 方 。 


見 る と 十 二 人 の 兄 様 , 十 二 人 の 姉 様 は , 彼 の 半分 の 鯨 を は こび き 
れ な く て , みん な で 掛 声高 く 海 の 東 に グズ グズ し て いる . 私 は 実に あ 
きれ て し まっ た . 私 は それ に 構わ ず に 家 へ 帰り , 高床 の 上 に すわ っ 
た . そこ で 後 ふ りか えっ て 人 間 の 世界 の 方 を 見 る と , 私 が 打ち 上 げた 
ー ツ 半 の 人 魚の まわ り を と り ま いて , りっぱ な 男 た ちや りっぱ な 女 た ち 
が 盛 装 し て 海 圭 を ば 喜び 舞い 海 計 を ば 歓び 躍り , 後 の 砂丘 の 上 に は 
りっぱ な 敷物 が 敷 か れ て , その 上 に オタ シュ ツ 村 の 村長 が 六 枚 の 着物 
に 帯 を 束ね , 六 枚 の 着物 を 羽織 っ て , りっぱ な 神 の 冠 , 先祖 の 冠 を 頭 
に 荒 り , 神 授 の 剣 を 腰 に 作 き , 神 の 様 に 美しい 様子 で 手 を 高く さ し 上 
げ 礼 拝 を し て いる . 人 間 た ち は 泣 いて 海 半 を よろ こん で いる . 


我 看 到 哥哥 们 十 二 个 人 和 姐姐 们 十 二 个 人 没 能 够 顺利 搬 走 这 半 个 
飯 , 大 家 都 高 町 着 口 号 , 在 海 的 示 面 搬 着 餅 磨 磨 踏 踏 地 走者 。 我 突 在 起 


无 语 了 ， 我 没 管 他 们 ， 上 自己 回 到 家 中 ， 坐 到 高 台 上 面 。 然 后 我 回 过 头 来 
去 看 那个 人 类 村 子 的 状况 ， 我 推 到 恒 边 的 那 一 个 半 鳞 鱼 的 周围 ， 围 了 一 
堆 衣 着 华丽 的 男男女女 ， 他 们 号 着 盛装 围 着 鲸鱼 跳舞 ， 一片 欢 欣 省 路 的 
景象 ， 他 们 后 面 的 沙 正 上 铺 下 了 华丽 的 铺垫 ， 铺 垫上 奥 塔 修 次 村 的 村 长 
喘 穿 六 层 衣 服 ， 束 独 带 子 ， 叉 披 了 六 层 披风 ， 头 戴 华 丽 的 神 冠 一 一 即 先 
祖 神 的 帽子 ， 腰 里 佩戴 着 神 授予 的 剑 ， 打 扮 得 像 神 一 样 俊美 ， 双 手 高 遍 
扬 起 ， 回 着 这 个 大 海味 行礼 跪拜 。 人 们 对 这 个 大 海味 辟 极 而 江 。 


何 寿 忆 迪 办 人 间 尤 与 办 和 茎 于 锐 冰 私 O 押 L 上 涛 大 钙 在 突 22 了 WTA 
る と 云っ た が , 村長 を は じ め 村 民 は , 昔 か ら 宝 物 の 最も 尊い も の と し 
て いる 神剣 を 取り 出し て , それ で 肉 を 斬っ て 搬 ん で いる . それ か ら , 
私 の 見 様 た ち 姉 様 た ち は 帰 っ て 来る 様子 も な い . 


沙丁鱼 在 说 什么 人 们 用 佐 尖 和 贸 刀 粗暴 地 砍 刺 我 推 上 尾 的 这 个 鲜 ， 
然而 我 看 到 的 则 是 由 村 长 带头 ， 村 民 们 一 起 取出 从 古人 至 今 一 直 最 被 章 奉 
的 神 剑 ， 来 切 下 大 海味 的 肉 而 后 搬 走 。 我 又 回头 看 了 看 哥哥 们 和 姐姐 们 
这 边 ， 他 们 都 还 没有 能 到 家 的 样子 。 


三 日 三 日 た っ た 時 , 和食 の 方 に 何 か 見 える 様 だ , それ で 振り か えっ 
て 見 て 見 る と , 東 の 賀 の 上 に か ね の 僕 に あふ れる 程 酒 が は いっ て い 
て , その 上 に 御幣 を 取り つけ た 酒 箸 が 載っ て いて , 行き つ 戻 りつ 使者 
と し て の ロロ 上 を 述べ て 云う に は , 「 私 は オタ シュ ツ 村 の 人 で , 藤 れ 多 
い 事 な が ら お みき を 圧し 上 げ ま す . ] 


这 样 过 了 两 三 天 ， 窗 边 好 像 有 什么 东西 出 现 了 ， 我 回头 看 了 看 ， 东 
侧 的 窗户 边 上 出 现 了 金 酒杯 ， 杯 里 蔷 满 了 酒 ， 就 快要 溢出 来 了 一 样 满 ， 
酒杯 上 还 放 独 酒 和 俩 ， 酒 簧 用 御 币 装饰 着 ， 另 外 还 有 使 者 在 来 回 行走 ， 他 
加 我 说 道 :;“ 我 是 奥 塔 修 奖 村 里 的 人 ， 非 常 不 敢当 ， 我 是 来 向 您 敬 送 神 
酒 的 。” 


と オタ シュ ツ 村 の 村長 が 村民 一 同 を 代表 し て , 私 に 礼 を の べ る 次 


第 を で おしく 話し 。 | 下さ シル リク ルル みん イカ リク ル イツ ヤツ ケ ク 
ル , 大 神様 , 勇ましい 神様 で な く て 誰が , この 様 に 私 た ちの 村 に 鱗 鯉 
が あっ て も う , どう に も 仕様 が な い 程 食物 に 牙 し て いる 時 に 哀れ ん で 
下さ れ ま し ょ う . 私 た ちの 村 に 生命 を 与え て 下さ いま し た 事 , 誠に 有 
難 う 御座 いま す , 海 才 を よろ こび 少し の 酒 を 作り まし て , 小さ な 整 を 
添え , 大 神様 に 謝礼 申し 上 げ る 次 第 で あり ます . ] と いう 事 を 幣 つ き 
の 酒 著 が 行き つ 戻 りつ 申し 立て た . 


奥 塔 修 茨 村 的 村 长 代表 村 民 疝 我 说 完 一 堆 叙 礼 之 辞 ， 又 说 道 :“ 托 
明 味 里 库 一 味 称 依 叶 里 库 一 伊 索 洋 凯 库 大 神 大 人 ， 不 是 勇 武 的 大 神 您 还 
有 谁 能 够 这 样 ， 看 到 我 们 村 子 里 发 生 了 饥 馆 ， 食 物 没 有 着 落 ， 已 经 到 了 
山 穷 水 尽 的 地 步 时 ， 能 够 可 怜 我 们 。 您 给 了 我 们 村 子 生 命 ， 万 分 感谢 ! 
谢谢 您 给 予 我 们 的 海味 ， 我 们 做 了 一 些 酒 ， 附 上 御 币 ， 作 为 谢 礼 ， 布 望 
您 能 收 下 。? 他 边 这 样 说 着 ， 身 劳 的 使 者 边 不 停 地 将 带 有 御 币 的 酒 乌 和 
酒 稚 送 往 我 近辺, 来 回 不 停 。 


それ で 私 は 起き 上 っ て , か ね の 倫 を 取り , 押し いた だ いて 上 の 座 
の 六 つ の 酒樽 の 蓄 を 開き , 美酒 を 少し ずつ 入れ て , か ね の 倫 を 賀 の 上 
に の せ た . 


我 十 走 起 身 端 起 金 酒 杯 , 打 井 上座 上 面 排列 者 的 六 座 酒樽 的 意 子 , 
把 杯 里 的 美酒 往 各 个 酒 樟 里 都 倒 入 了 一 点 ， 然 后 将 金 酒 杯 放 在 了 它们 上 
方 。 


それ が 済む と , 高床 の 上 に 腰 を 下 し 見 る と 彼 の 舗 は 箸 と 共に な く 
な っ て いた . それ か ら , 軸 を 刻み 輌 を 周り , し て いて や が て ふと 面 を 
あげ て 見 る と , 家 の 中 は 美しい 幣 で 一 ば い に な っ て いて , 家 の 中 は 白 
い 雲 が た な びき 白い いな び か り が ピカ ピカ 光っ て いる . 私 は ああ 美 し 
いと 思っ た . 


这 些 做 完 ， 我 在 高 侣 上 坐 下 ， 不 入， 那个 酒杯 和 酒 簧 都 不 见 了 。 我 


又 开始 雕刻 剑 萌 ， 做 了 许久 ， 终 于 拾 起头 时 ， 看 到 家 中 到 处 都 被 美丽 的 
御 币 装饰 ， 家 中 白云 延 延 ， 白 色 闪 电 闪 内 发 膏 二 。 我 想 ， 啊 这 个 是 多 么 


本 吉 
梨 完 ! 


それ か ら ま た , 二 日 三 日 た つと , その 時 や っ と , 家 の そ と で , 見 
様 た ちや 姉 様 た ち が 掛 声高 く 彼 の 鯨 を 引っ 張っ て 来 た の が きこ え だ し 
た . 私 は あき れ て し まっ た . 家 の 中 へ は いる 様子 を 眺め る と , 兄 様 た 
ちや 姉 様 た ち は た い へ ん 疲れ て , 顔色 も 姜 れ て いる . みん な は いっ て 
来 て , 沢山 の 幣 を 見 る と , 驚い て みん な な ん 山 も な ん 馬 も 拝 し た . 


然后 又 过 了 两 三 天 ， 终 于 ， 家 外 面 传 来 了 哥哥 们 和 姐姐 们 高 喊 口号 
拖 着 那个 鱼 回 来 的 声 首 。 我 又 是 无 语 了 。 我 看 他 们 进入 家 里 后 的 样子 ， 
哥哥 们 和 姐姐 们 都 非常 非常 地 疫 倦 ， 脸 上 都 无 精 打 采 。 大 家 都 进来 ， 看 
到 如 此 之 多 的 御 币 ， 个 个 都 惊 末 ， 大 家 都 问 神 拜 了 又 拜 。 


その うち に , 東 の 座 の 六 つ の 酒樽 は 洪 れ る ば か り に な っ て , 神 の 
好物 の 酒 の 香 が 家 の 中 に 漂う た . それ か ら 私 は , 美しい 幣 で 家 の 中 を 
飾り つけ , 遠方 の 神 , 近所 の 神 を 招待 し 盛ん な 酒宴 を 張っ た . 姉 様 た 
ち は 人 鯨 を 痢 て , 神 た ち に 出す と , 神 た ち は , 舌鼓 を 打っ て よろ こん 
だ 


在 这 期 间 ， 东 侧 位 子 上 的 六 座 酒 樟 里 ， 酒 都 快要 洲 出 来 了 ， 神 元 所 
喜欢 的 酒 的 香味 球 满 了 整个 家 中 。 之 后 ， 我 用 美丽 的 御 币 给 家 中 再 做 半 
饰 ， 招 竺 远方 的 神灵 和 近 处 的 神灵 到 家 中 ， 摆 开 了 盛大 的 酒 训 。 姐 姐 们 
者 了 乌 鱼 肉 ， 供 奉 给 神灵 们 ， 神 灵 们 享用 后 很 高 兴 ， 喷 喷 哑 路 称赞 。 


受 酬 の 頃 私 は 起き 上 り , 親 々 , 人 間 世 界 に 僕 伴 が あっ て あわ れ に 
思い , 海 庄 を 打ち 上 げた 次 第 や 人 間 た ち を よく し て や る と , 悪い 神々 
が それ を ね た み , 海 の ご め が 私 に 中 傷 し た 事 や , オタ シュ ツ ッ 村 の 村長 
が 親 々 の 埋 葉 を と っ て 私 に 礼 を の べ , 幣 つ き の 酒 箸 が 使者 に な っ て 来 
た 事 な ど 詳し く 物 語る と , 神 た ち は 一 度 に 揃っ て 打ち うな ず き つ つ , 


私 を ほめ た た えた . 


酒 竖 醋 时 ， 我 起 里 向 诸 神 详细 投 说 了 这 个 故事 ， 如 是 说 一 一 人 类 之 
国 发 生 了 饥 低 ， 我 觉得 他 们 可 怜 ， 将 海味 推 到 海 悍 上 上， 人们 以 他 们 的 礼 
仪 接受 了 这 个 海味 ， 但 心术 不 正 的 神灵 嫉 妨 他 们 ， 海 里 的 沙丁鱼 在 我 面 
前 恶意 中 伤 他 们 ， 其 实 人 们 的 代表 奥 塔 修 次 村 的 村 长 对 我 干 恩 万 谢 ， 资 
了 种 种 谢 群 ， 并 派 使 者 将 御 币 浅 饰 的 酒 具 和 美酒 作为 谢 礼 送 与 我 。 说 完 
后 ， 诺 神 们 一 其 儿 点 头 称赞 了 我 。 


それ か ら ま た , 万 な 宴 を は り , 神 た ちの そこ に ここ に 舞う 音 , 躍 
る 音 は 美しき 響 を な し , 姉 様 た ち は 提 子 を 持っ て 席 の 間 を 楓 し て まわ 
る も あり , 女神 た ちと 共に 美しい 声 で 歌う も ある . 二 日 三 日 た っ て 宴 
を 閉じ た . 


之 后 ， 酒 肥 的 场面 更 加 盛 大 ， 诸 神 们 在 这 儿 那 儿 跳 舞 ， 舞 动 的 声音 
美妙 交响 ， 姐 姐 们 有 的 拿 着 酒 查 在 各 个 席 间 其 酒 ， 有 的 和 女神 们 一 同 歌 
唱 优美 的 乐曲 ， 这 样 持续 了 两 三 天 酒 宣 才 结束 。 


神々 に 美しい 幣 を 二 つ 三 つ ず つ 上 げ る と 神々 は 腫 の 央 を ギックリ 
屈 め て な ん 過 も な ん 過 も 礼 を し て , みん な 自分 の 家 に 立ち 帰っ た . 


最 后 我 回 诸 神 各 目 赠 送 了 两 三 个 美丽 的 御 币 ， 诺 神 几 次 弯 腰 茶 敬 地 
回 我 谢 过 ， 之 后 就 各 目 回 家 了 。 


その あと , 何時 で も 同じ く 長 い 上 兄 様 , 六 人 の 見 様 , 長い 姉 様 , 六 
人 の 姉 様 , 短い 姉 様 , 六 人 の 姉 様 , 短い 見 様 , 六 人 の 見 様 と 一 し ょ に 
い , 人 人 間 た ち が 酒 を 造る と その 度 毎 に 私 に 酒 を 送り 私 の と ころ へ 幣 を 
et Em 


从 那 以 后 ， 不 论 何 时 人 们 都 和 我 的 六 个 高 个 儿 哥 哥们 、 六 个 高 个 儿 
姐姐 们 、 六 个 矮 个 儿 哥 哥们 、 六 个 矮 个 儿 姐 姐 们 一 样 ， 每 次 造 酒 时 都 会 


给 我 送 来 美酒 和 御 币 。 


今 は も う , 人 間 た ち も 食 物 の 不足 も な ん の 困る 事 も 無く 平穏 に 募 
し て いる の で , は 安心 を も て いい ます 


现在 ， 人 们 已 经 没有 了 食物 不 足 的 困扰 ， 安 稳 地 生活 着 ， 我 也 对 此 
安心 了 。 


1. 这 是 来 形容 御 币 装饰 的 美丽 样子 之 词 。 


UN ま の 5 還 の を MK つ だ 語 中 ドー 四 相 の ルク バル ン 可 
グル | 
蛙 吟 唱 的 歌谣“ 吐 哈哈 哈 罗 库 哈 罗 库 ” 


トー ロロ ハン ロク ハン ロク ! 
吐 噌 噌 哈 罗 库 哈 罗 库 ! 


「 あ る 日 に , 草原 を 飛び 廻っ て 遊ん で いる うち に 見 る と , 一 軒 の 
家 が ある の で 戸口 へ 行っ て 見 る と , 家 の 内 に 宝 の 積ん で ある 側 に 高床 
が ある . その 高床 の 上 に 一 人 の 若者 が 端 を 刻ん で うつ むい て いた の 
で , 私 は 悪戯 を し か け ょ うと 思っ て 敷居 の 上 に 邊 っ て , 「 ト ー ロ ロ 
ハン ロク ハン ロク ! | と 鳴い た , と ころ が , 彼 の 若者 は 刀 持 つ 手 を 
上 げ 私 を 見 る と , ニッ コリ 笑っ て , 


有 一 天 ， 我 在 草地 上 跳 来 跳 去 ， 纵 情 玩 村 之 时 ， 发 现 了 一 户 人 家 ， 
我 跳 进 门口 向 里 面 望 去 ， 发 现 屋 内 堆 满 了 金 银 财 室 ， 财 宇 的 劳 边 是 局 局 
的 地 板 。 那 地 板 上 正 坐 着 一 位 在 雕刻 剑 萌 的 年 轻 人 ， 我 想 捉 弄 捉 弄 他 ， 
便 跳 到 门槛 上 坐 下 ,，“ 吐 噜 噜 哈 罗 库 喻 罗 库 ! ?地 叫 出 声 来 ， 谁 想到 ， 
那 年 轻 人 发 现 是 我 后 ， 抬 起 持 刀 的 手 ， 疯 寻 笑 道 : 


[それ は お 前 の 謡 の え を? お 前 の 喜び の 歌 か え ? も っ と 聞き た い 
.2 | 


“ 那 是 你 唱 的 歌 么 ? 是 你 高 兴 时 唱 的 歌 ? 真 想 再 多 听 一 些 啊 ! ? 


と いう の で 私 は よろ こん で [下 一 口 口 ハン ロク ヘルツ ログ グル 中 を 
鳴く と , 彼 の 若者 の いう 事 に は , 


听 他 这 么 一 说 ， 我 便 欣 喜 地 继续 叫 站 :“ 吐 噜 吐 ” 哈 罗 库 ”了 蛤 罗 
库 ! ”年 轻 人 说 道 : 


[| 補 れ ほ お 前 の ユー カラ みか え ? リク ハウ が か えも っ と 入 く で 聞き 
た いね . 


“ 那 是 你 作 的 叙事 诗 么 ? 还 是 你 跳 的 踢踏舞 ? 真 想 再 离 近 一 些 听 听 
响 ! ?” 


私 は それ を きい て 嬉し く 思 い 下 座 の 方 の 好 緑 の 上 へ ピョン と 飛ん 
下 
(Cd 


听 他 这 么 一 说 ， 我 得 意 地 跃 到 下 座 的 火炉 边缘 ， 尽 情 地 叫 道 :“ 吐 
噌 噌 哈 罗 库 哈 罗 库 ! ”年 轻 人 说 道 : 


「 それ は お 前 の ユー カラ か を え ? サケ ハウ か え ? も っ と 近く で 聞き 
た いね . | 


“ 那 是 你 作 的 叙事 诗 么 ? 还 是 你 跳 的 踢踏舞 ? 真 想 再 离 近 一 些 听 听 
响 ! ?” 


それ を 聞く と 私 は , 本 当 に 嬉し く な っ て , 上 座 の 方 の 炉 縁 の 隅 の 
と ころ へ ピョン と 飛ん で , 「 ト ーー ロロ ハン ロク ハン ロク ! | と 鳴い 
た ら 突 然 , 彼 の 若者 が パッ と 起ち 上 っ た か と 思う と , 大 き な 新 の 燃え 
さ し を 取り 上 げ て 私 の 上 へ 投げ つけ た 音 は 体 の 前 が ふさ が っ た よう に 
直 お おれ で C。 る れれ つう きり と 9 うな みた か わか ろ みろ を くだ な っ て し まっ う た, 


听 他 这 么 一 说 ， 我 喜出望外 ， 一 跃 来 到 上 座 的 炉 边 ， 尽 情 地 叫 
道 :“ 吐 噜 噜 ” 哈 罗 库 ” 哈 罗 库 ! ? 束 在 此 时 ， 忽 然 ， 那 年 轻 人 狐 地 站 起 
来 ， 举 起 一 把 巨大 的 疝 存 余 烘 的 柴火 ， 天 我 头 上 扔 了 过 来 。 我 感觉 到 号 
体 前 方 好 像 撞 到 了 什么 ， 听 到 了 撞击 的 声音 ， 随 后 便 失 去 了 意识 。 


ふと 気がつい て 見 た ら , 弁 捨 場 の 末 に 。 一 つの 腹 の ふ くれ た 星 が 
死ん で いて , その 耳 と 耳 と の 間 に 私 は すわ っ て いた . 


待 我 恢复 知觉 后 才 注 意 到 ， 房 间 的 角落 里 丹 着 一 只 上 胀 破 了 肚子 的 死 
蛙 ， 而 我 正 坐 在 它 双 耳 之 间 。 


ょ く 見 る と , た だ の 人 間 の 家 だ と 思っ た の は , オキ キリ ムイ , 神 
の 様 に 強い 方 の 家 な の で あっ た , そし て オキ キリ ムイ だ と いう 事 も 知 
ら ず に 私 が 悪戯 を し た の で あっ た . 私 は も う 今 この 様 に つま ら な い 死 
方 , 悪い ら 死 方 を する の だ か ら , これ か ら の 星 た ちょ , 決し て 人 間 た ち 
に 悪戯 を する の で は な いよ . 


我 仔细 分 辩 才 发 现 ， 原 以 为 这 儿 只 是 户 普通 人 家 ， 谁 知 竟 是 人 类 始 
祖 的 房子 。 我 对 此 丝 坚 没有 家 党， 加 对 人 类 始祖 恶作剧 ， 捉 卉 他 ， 以 人 至 
于 像 我 现在 这 样 ， 真 是 死 有 余 齐 。 所 以 蛙 们 哟 ， 从 今 以 后 绝 不 可 以 再 戏 
弄 人 类 了 啊 。 


と , ふく れ た 星 が 云 いな が ら 死 ん で し まっ た . 


一 一 肿 着 肚子 的 蛙 ， 说 着 说 着 就 死 掉 了 。 


小 オ キキ リム イ が 目 ら 歌っ た 謡 | クツ ニ サ クト ンク 


に 2 」 
小 人 类 始祖 吟唱 的 歌谣 “ 库 次 尼 撤 麻貴 麻 
中 


クツ ニ サ クト ンク トン 
護 淡 尼 撤 库 咕 库 咕 


ある 日 に 水源 の 方 へ 遊び に 出かけ た ら , 水源 に 一 人 の 小男 が 胡桃 
の 木 の 符 を た て る た め 杭 を 打つ の に 腰 を 曲げ 曲げ し て いる . 私 を 見 る 
と , いう 事 に は , 


茶 一 天 ， 我 外 出 到 水 源 处 游玩 ， 看 到 一 个 瘦小 的 男子 ， 为 了 建造 胡 
桃木 的 鱼 染 ， 正 弯 腰 敲打 着 木 桩 。 他 看 到 我 ， 说 道 : 


「 誰 だ ? 私 の 坦 ょ , 私 に 手伝っ て お 呉れ . ] と いう . 
“是 谁 啊 ， 哦 ， 是 我 的 外 先 呀 ， 快 过 来 给 我 帮忙 。” 


見 る と , 胡桃 の 鍛 な も の だ か ら , 胡桃 の 水 , 潤っ た 水 が 流 れ て 来 
て , 人 鮭 ど も が 上 っ て 来る と 胡桃 の 水 が 嫌 な の で 泣き な が ら 帰 っ て ゆ 
< 


我 一 看 ， 那 党 到 了 关 桃 木鱼 架 的 水 ， 化 作 了 市 衣 桃 木 味 的 水 、 污 浊 
的 水 。 逆 流 而 上 的 链 鱼 们 讨厌 沾染 了 关 桃 本 味 的 水 ， 纷 纷 虹 这 着 返回 游 
走 。 


私 葬 腹 姑 立 > 大 DOD 于 小 男 0 持 2 世人 如 杭 在 打 22 杷 态 引 = 大 《0D， 


小男 の 腰 の 央 を 私 が た た く 音 が ポン と 響い た . 小男 の 腰 の 央 を 折っ て 
し まっ て 殺し て し まい , 地獄 へ 踏み 落し て や っ た . 彼 の 胡桃 の 杭 を 揺 
り 動 か し て 見 る と , 六 つ の 地獄 の 彼方 まで 届い て いる 様 だ . 


我 你 不 可 过 ， 于 是 从 那 男 人 手中 抢 走 打桩 的 椰 头 ， 将 他 的 腰 敲 得 噬 
哆 作 啊 。 那 个 瘦小 的 男人 束 这 样 被 我 拦腰 截断 ， 科 我 就 地 和 弄 死 ， 我 顺势 
将 他 踪 入 地 狱 。 我 又 见 到 他 的 关 桃 本 桩 播 摆 个 不 停 ， 便 想 将 它们 连同 那 
男人 一 同 送 入 六 途 地 狱 。 


それ か ら , 私 は 腰 の 力 , か ら だ 中 の 力 を 出し て , その 杭 を 根本 か 
ら 折 っ て し まい , 地獄 へ 踏み 落し て し まっ た . 
此 后 ， 我 使 出 全 映 之 力 ， 将 那 木 桩 连 根 折断 ， 回 地 狱 深 处 扔 去 。 


水源 か ら 清 い 風 , 清 い 水 が 流 れ て 来 て , 泣き な が ら 帰 っ て 行っ 
た . 鮭 ども は 清 い 風 , 清 い 水 に 気 を 尽 復 し て , 大 さわ ぎ 大 笑い し て 遊 
びな が ら , パチ ャ パチ ャ と 上 っ て 来 た . 私 は それ を 見 て , 安心 を し 流 
れ に 沿う て 帰っ て 来 た . 


水 源 里 再 次 出 现 清 风 和 净 水 ， 之 前 活着 返回 原来 住所 的 刍 鱼 们 也 随 
大 清 风 和 净 水 的 流动 恢复 了 精神 ， 它 们 大 声 地 嬉笑 玩 碌 ， 吴 噶 啦 噶 地 北 
流 游 了 上来。 我 看 到 这 一 切 ， 才 安 下 了 心 ， 顺 流 返 回 家 中 。 


と 小さ きい オ キキ リム イ が 物語 っ た . 


一 一 以 上 就 是 小 人 类 始祖 所 讲 的 故事 。 


小 オ キキ リム イ が 自ら 歌っ た 謡 | この 砂 赤 い 赤 い 」 
小 人 类 始祖 吟唱 的 歌谣 “这 砂 红 又 红 ?” 


【 こ の 砂 赤い 赤い 〕 


(这 砂 红 又 红 ) 


ある 日 に 流れ を さか の ぼっ て 遊び に 出かけ た ら , 悪魔 の 子 に 出 
So 
Se, 


菏 一 天 ， 我 逆流 而 上 去 玩 枝 ， 途 中 遇 到 了 恶魔 之 子 。 


いつ で も 悪魔 の 子 は 様子 が 美しい , 顔 が 美しい . 黒い 衣 を 着け て 
胡桃 の 小弓 に 胡桃 の 小 矢 を 持っ て いて , 私 を 見 る と , ニコ ニコ し て い 
pl 


那 恶 麻 之 子 的 丑 姿 无 论 何 时 都 是 那样 美丽 ， 容 貌 也 是 那样 俊美 。 和 号 
穿 黑 衣 ， 手 里 拿 着 胡桃 木 制 的 小 弓 和 小 第 的 他 ， 看 到 我 ， 喜 笑 凑 开 地 许 
道 : 

「 小 オキ キリ ムイ , 遊ば ぼう. さあ これ か ら , 魚の 根 を 絶 や し て 見 
せよ う . | 

“小 家 伙 呵 ， 快 来 玩 啊 ! 来 啊 ， 让 你 看 看 ， 我 要 让 这 里 的 鱼 绝种 。” 


と 言っ て , 胡桃 の 小弓 に 胡桃 の 小 矢 を 番 え 水源 の 方 へ 矢 を 射 放す 
上 水源 か ら 胡 桃 の 水 , 濁っ た 水 が 流 れ 出 し , 鮭 ど も が 上 っ て 来る と 
胡桃 の 水 が 胡 な の で 泣き な が ら 引 き 返 し て 流れ て 行く . 悪魔 の 子 は そ 
れ を ニコ ニコ し て いる . 


说 完 ， 他 拓 己 搭 筋 ， 将 胡桃 木 做 的 箭 射 癌 水 源 。 从 水 源 处 流出 带 衣 
桃木 味 的 水 ， 污 水 涌 了 出 来 。 逆 流 而 上 的 名 鱼 们 ， 因 厌恶 这 间 桃 木 的 
水 ， 边 器 着 边 顺 流 而 返 。 恶 魔 之 子 嬉 笑 不 停 。 


私 は それ を 見 て 腹 が 立っ た の で , 私 の 持っ て いた , 銀 の 小弓 に 銀 
の 小 矢 を 番 え 水 源 へ 矢 を 射 は な す と , 水源 か ら 銀 の 水 , 清 い 水 が 流れ 
出し , 泣き な が ら 流 れ て 行っ た 鮭 ど も は 清 い 水 に 元気 を 尺 復 し , 大 笑 
い を し て 遊び さわ いで パチ ャ パチ ャ 有川 を 上 っ て 行っ た . 


我 児 状 心 生 訟 気 , 用 銀 制 的 小弓 捨 上 失 制 的 小 苗 , 格 苗 射 向 水源 , 
水源 中 流出 如 銀 和 袋 声 般 清 激 的 水 , 清水 一 浦 面 出 , 和英 者 央 流 済 去 的 鮭 角 
们 借 着 清水 恢复 了 体力 。 接 着 哈哈 大 突 着 巡 闸 玩 机 ， 喇 嘻 喇 噶 地 逆 看 河 
流 游 走 而 去 。 


する と , 悪魔 の 子 は , 持 前 の 病 靖 を 顔 に 表し て , 
于 是 ， 恶 魔 之 子 ， 露 出 生性 暴躁 的 一 面 ， 说 道 : 


「 本 当 に お 前 そん な 事 を する な ら , 鹿 の 根 を 絶 や し て 見 せよ ょ 
う . 」 と 去っ て , 胡桃 の 小弓 に 胡桃 の 小 矢 を 番 え 大 空 を 射る と , 山 の 
木原 か ら 胡 桃 の 風 , つむ じ 風 が 吹い て 来 て , 山 の 木原 か ら , 牡鹿 の 群 
は 別に , 牝 鹿 の 群 は また 別に , 風 に 吹き 上 げ ら れず ー っ と 天空 へ きれ 
い に な らん で 上 っ て 行く . 


“你 否 真 要 做 和 我 相反 的 事情 ， 我 就 让 那 弄 绝种 ! ” 現 美 , 他 拓 弓 搭 
征 ， 将 明 桃 木 做 的 第 射 癌 天空， 这 时 从 树林 中 吹 来 胡桃 木 的 风 ， 是 一 股 
旋风 ， 将 雄 鹿 群 和 雌 鹿 群 各 分 开 到 一 边 ， 整 齐 地 排 成 行 刷 刷 地 吹 上 了 天 


グン ペペ 


Lo 


悪魔 の 子 ば ニコ ニコ し て いる 。 


導 魔 之子 嬉 笑 不 停 。 


それ を 見 た 私 は か っ と 薄 に さわ っ た の で , 銀 の 小弓 に 銀 の 小 矢 を 
番 え て , 鹿 の 群 の あと へ 矢 を 射 放 す と , 天上 か ら , 銀 の 風 , 清 い 風 が 
吹き 降り , 牡鹿 の 群 は 別に , 牝 鹿 の 群 は また 別に , 山 の 木原 の 上 へ 吹 
き 下 され た . 


我 見 状 心 生 人 殺気 , 用 銀 制 的 小弓 捨 上 自制 的 小 苗 , 向 鹿 群 的 后 面 射 
去 。 从 天 上 吹 来 银 铃声 般 清 更 的 风 ， 一 阵 清 阐 的 风 ， 将 雄 鹿 群 和 雌 鹿 
群 ， 又 歇 回 到 了 山 间 树林 中 。 


する と , 悪魔 の 子 は 持 前 の 痴 靖 を 顔 に 現し , 
恶魔 之 子 ， 露 出 生性 暴躁 的 一 面 ， 


| 生意気 な , 本 当 に お 前 そん な 事 を する な ら , 力 競 べ を や ろ 
う . | と 云い な が ら 上 衣 を 腕 い だ . 


“你 别 得意 ， 你 若 真 要 和 我 对 着 干 ， 就 和 我 比试 比试 力气 吧 ! ”说 
完 ， 他 就 脱 掉 上 衣 。 


私 も 薄 衣 一 枚 に な っ て 組み 付い た . 彼 も 私 に 組み 付い た . それ か 
ら は 互 に 下 に し た り 上 に し あっ た り 相 撲 を と っ た が , 大 へ ん に 悪魔 の 
子 が 力 の ある 事 に は 和 驚い た . けれ ども , と うと う あ る 時 間 に , 私 は 腰 
の 力 , か ら だ の 力 を みん な 出し て , 悪魔 の 子 を 肩 の り 上 まで 引っ 担ぎ , 
山 の 岩の上 へ 彼 を 打ち つけ た 音 が が ん と 響い た . 殺し て し まっ て , 地 
獄 へ 踏み 落し た あと は し ん と 静まり返っ た . 


我 也 脱 得 只 剩 一 件 单衣 ， 和 他 捏 成 一 团 。 之 后 ， 我 们 时 而 你 压 住 
我 ， 时 而 我 压 住 你 地 摔 起 跤 来 。 我 对 恶魔 之 子 怪异 的 大 力气 感到 吃 恢 ， 
但 即便 如 此 ， 最 终 我 还 是 在 某 个 瞬间 ， 使 尽 全 力 ， 将 恶 秦 之 子 打 到 局 
上 ， 接 着 把 他 控 在 山 宕 上 ， 他 的 映 体 撞 击 山 宕 发 出 了 “ 侠 ” 的 巨 啊 。 我 杀 
死 了 他 ， 将 他 的 尸体 跌 入 地 狱 ， 于 是 周围 又 恢复 了 宁静 。 


それ が 済ん で , 私 は 流れ に 沿っ て 帰っ て 来る と , 川 の 中 で は 鮭 ど 
も が 笑う 声 遊 ぶ ボ 声 が か ま び すし く の ぼ っ て 来る の が パチ ャ パチ ャ きこ 
える . 山 の 木 原 で は , 牡鹿 ども , 牝 鹿 ど も が 笑う 声 遊 ぶ 声 が そこ ら 一 
ば い に な っ て そこ に ここ に 物 を 食べ て いる . 私 は それ を 見 て で 安心 を 
し , 私 の 家 へ 帰っ て 来 た . 


随后 ， 我 顺 流 而 返 ， 河 川中 的 刍 鱼 们 喧嚣 嬉 周 ， 喇 噶 啦 噶 地 继续 作 
啊 。 山 野 中 雄 鹿 和 上 肉 鹿 的 嬉笑 玩 曾 声 啊 成 一 片 ， 它 们 正 这 儿 那 儿 地 寻找 
吃食 。 我 看 到 这 一 切 ， 才 安 下 心 来 回 到 家 中 。 


と , 小さ い オ キキ リム イ が 物語 っ た . 


一 一 以 上 就 是 小 人 类 始祖 所 讲 的 故事 。 


河 が 自ら 歌っ た 衣 | カッ パレ ウレ ウ ク カ ッ ペ パ |」 


水 猎 吟 唱 的 歌谣 “ 味 咖 来 唔 味 路 ? 
カッ パ レ ウ レ ウ カッ パ 


味 唱 来 唔 味 哟 


水流 路 の と ころ に 来る と , サマ ユン クル の 妹 が 神 の 様 な 美しい 容子 で 
片手 に 手桶 を 持ち , 片手 に 漬 の 東 を 持っ て 来 て いる の で , 川 の 緑 に 私 
は 頭 だ け 出 し , 


有 一 天 ， 我 顺 着 河流 游 到 了 类 人 神 汲 水 的 小 路 劳 ， 恰 好 碰 到 类 人 神 
的 妹妹 ， 美 知 天 仙 的 她 正 一 手 拿 着 水 桶 一 手持 着 香 浦 走 了 过 来 。 我 从 河 
边 伸 出 了 小 脑袋 ， 问 她 : 

| お 父様 を お 持ち で すか ? お 母 様 を お 持ち で すか ? | と 云う と , 

“你 有 父亲 么 ? 你 有 母亲 么 ? ” 


娘 さ ん は 驚い て 眼 を きょろきょろ させ , 私 を 見 つけ る と , 怒 の 色 
を 顔 に 現し て , | まあ , に くら し い 局 平 頭 , 悪い 層 平 頭 が 人 を ば か に 
大大 | 


听 到 我 的 声 首 ， 少 女 吃 尺 地 瞪 大 了 眼睛 。 当 她 肥 现 我 后 ， 面 露 慢 
色 ， 说 道 ;“ 了 哎呀 ， 这 个 可 尽 的 局 平 尖 ， 可 恶 的 局 平 涉 ， 竞 然 把 人 家 当 
傻瓜 看 ， 我 忠实 的 猎犬 啊 ， 赶 快 过 来 .……2” 


と 言う と , 大 き な 犬 ども が 条 け 出し て 来 て , 私 を 見 る と 牙 を 鳴ら 


し て いる . 私 は ビッ クリ し て 有川 の 底 へ 潜り 込ん で , 衣 ぐ その まま 川底 
を 通っ て 逃げ 下っ た . 


舌 音 剛 落 , 巨 犬 益 浦 面 出 , 露出 猿 小 沖 我 嘱 叫 。 我 吐 得 立 刻 潜 入 河 
底 ， 顺 流落 欧 而 逃 。 


そう し て , オキ キリ ムイ の 水流 路 の 川口 へ 頭 だ け だ し て 見 る と , 
オキ キリ ムイ の 妹 が 神 の 様 に 美しい 様子 で 片手 に 手桶 を 持ち , 片手 に 
浦 の 束 を 持っ て 来 た の で , 私 の いう こと に は , 


之 后 ， 我 又 来 到 人 类 主神 汲 水 的 小 路 劳 。 我 露出 脑袋 ， 刚 好 看 到 人 
类 主神 的 妹妹 ， 美 若 天 仙 的 她 正 一 手 拿 着 水 桶 一 手持 着 香 清 走 了 过 来 。 


我 问 她 : “你 有 父亲 么 ? 你 有 母亲 么 ? うう 


娘 さ ん は 驚い て 眼 を きょろきょろ させ , 私 を 見 る と , 怒り の 色 を 
顔 に 表し て , 


少女 吃惊 地 瞪 大 了 眼睛 。 她 发 现 我 后 ， 面 露 慢 色 。 


[まあ , に くら し い 局 平 頭 , 悪い 局 平 頭 が 人 を ば か に し て . 犬 た 


“哎呀 ， 这 个 可 懂 的 局 平头 ， 可 恶 的 局 平头 ， 竟 然 把 人 家 当 傻 瓜 
看 ， 我 忠实 的 猎犬 啊 ， 赶 快 过 来 .…...” 


尾音 本 人 全 生生 和 站 下 由 由 | 


话音 未 落 ， 巨 犬 已 群 涌 而 出 ， 训 痢 我 噶 叫 。 


それ を 見 て 私 は 先刻 の 事 を 思い 出し , 可笑し く 思 いな が ら 川 の 底 


へ 潜り こん で 逃げ よう と し た ら , まさ か 犬 た ち が そ ん な 事 を し ょ うと 
は 思わ な か っ た の に , 夏 を 鳴ら し な が ら 川 の 底 ま で 私 に 飛び 付き , 陸 
へ 私 を 引き 摺り 上 げ , 私 の 頭 も 私 の 体 も 噛み つか れ 噛 みわ むし られ て , 
し まい に どう な っ た か わか ら な く な っ て し まっ た . 


我 见 状 回想 起 刚才 发 生 的 一 幕 ， 边 想 笑 边 潜 入 河 底 准备 逃跑 ， 不 料 
巨 犬 们 史 叶 着 不 假 思 索 地 跳 入 河中 ， 连 抓 帝 咬 把 我 拖 到 了 尾 上 。 我 的 头 
颅 ， 身 体 被 它们 斯 手 哺 裂 ， 最 终 我 失去 了 意识 。 


ふと 気が付い て 見 る と , 大 き な 獲 の 耳 と 耳 の 間 に 私 は すわ っ て い 
人 


之 后 ， 当 我 回 过 神 的 时 候 ， 发 现 目 己 正 坐 在 一 只 大 水 猎 的 双 耳 之 
间 。 


サマ ユン クル も オキ キリ ムイ も 父 も な く 母 も な い の を 私 は 知っ 
て , あん な 悪戯 を し た の で , 浪 を 当て られ オキ キリ ムイ の 犬 ども に 殺 
され , つま ら な い 死 方 , 悪い ら 死 方 を する の で す . 


无 论 是 类 人 神 或 是 人 类 始祖 的 兄妹 ， 他 们 上 彰 没 有 父母 。 我 明明 知道 
这 个 ， 却 还 是 恶作剧 地 欣 弄 她 们 ， 因 此 受到 了 惩 吉 ， 被 人 类 始祖 的 猫 大 
们 所 杀 ， 真 是 死 不 足 惜 。 

忆 办 仿 中 狐 太 十 上 ， 决 L 工 甄 戏 在 L 雁 总 怠 雁 . 

所 以 水 铬 们 ， 从 今 以 后 ， 绝 不 可 以 再 恶作剧 啊 ! 

上 <， 猎人 办 物语 > 励 ， 


以 上 残 是 水 铬 所 讲 的 故事 。 


泊 員 鶴 自 信也 @ た 詳 トド 人 ペ カ ラン ラッ | 


河 昨 吟唱 的 歌谣 “ 询 妈 派 吵 哪 哪 ” 
ト ヌ ペ カ ラン ラン 
淘 奴 派 咯 嘟 叶 


強烈 を 日 光 に 私 の 居る 所 も 連 い て し まっ て , 今にも 私 は 死に そう 
で す . 


強烈 的 日 光 晒 得 我 的 小高 都 干 油 了 , 我 現在 都 快 要 死 了 。 


「 誰 か , 水 を 飲ま せ て 下す っ て 助け て 下さ れ ば いい . 水 よ 水 よ 」 
と 私 た ち が 泣き 叫ん で いま す と , ずーっと 浜 の 方 か ら 一 人 の 女 が 籠 を 
背負 っ て 来 て いま す . 


“有 谁 能 给 我 们 些 水 喝 么 ?能 帮 有 我们 一 下 吗 ? 水 啊 ， 水 快 来 啊 ! ”我 
们 边 器 边 叫喊 ， 这 时 从 海边 方 回 有 一 个 女 的 背 厦 笼子 走 了 过 来 。 


私 た ち は 泣 いて いま す と , 私 た ちの 傍 を 通り , 私 た ち を 見 る と , 
「 お か し な 沼 由 , 悪い 沼 内 , 何 を 泣い て うる さい 事 さ わい で いる の だ 
ろう . | と 育っ て , 私 た ち を 踏み つけ , 足 先 に か け 飛 ば し , 貝殻 と 共 
に つぶ し て ずーっと 山 へ 行っ て し まい まし た . 


她 从 我 们 和 劳 边 经 过 ， 看 到 我 们 在 只 ， 就 说 道 :“ 奇 怪 的 河 蚌 ， 真 可 


恶 ! 你 们 在 哭 什么 啊 ， 吵 吵 得 让 人 心烦 ! ?接着 就 使 劲 踩 我 们 ， 把 我 们 
的 这 和 弄 坏 ， 用 脚尖 将 我 们 足 飞 ， 然 后 头 也 不 回 地 朝 着 山 的 方 风 而 去 。 


| お お 靖 , 苦し い , 水 よ 水 よ . |」 と 泣き 叩 ん で いる と , ずっ と 浜 


の 方 か ら ま た 一 人 の 女 が 租 を 背負 っ て 来 て いま す . 


我 们 里 喊 道 :“ 啊 啊 ， 好 痛 舌 ! 我 需要 水 ， 我 需要 水 ! ”这 时 ， 双 有 
一 个 女人 背 独 党 于 从 海边 辣 这 边 走 来 。 


私 た ち は 「 誰 か 私 た ち に 水 を 飲ま せ て 助け て 下さ る と いい , お お 
痛 , お お 苦し い , 水 よ 水 よ . 」 と 叫び 泣き まし た . 


我 们 器 着 求 助 :“ 有 谁 能 好 心 给 我 们 些 水 喝 啊 ， 啊 啊 好 痛 知 ， 我 们 


需要 水 ， 我 们 需要 水 ! ” 


する と , 娘 さ ん は , 神 の 様 な 美しい 気 高 い 様子 で 私 の 側 へ 来 て , 
私 た ち を 見 る と , 「 ま あか わい そう に , 大 へ ん 暑く て 沼 具 た ちの 寝床 
も 乾い て し まっ て , 水 を 欲し が っ て いる の だ ね , どう し た の で し ょ 
う . 何だ か 踏み つけ られ で も し た 様 だ が .………… | 敵前 SN つ つり 秋 だ ち み 
ん な を 拾い 集め て 族 の 葉 に 入れ て , きれ いな 湖 に 入れ て くれ まし た . 


于 是 过 来 的 这 位 如 神灵 般 类 丽 而 高 贯 的 少女 来 到 我 们 吴 边 ， 看 了 我 
们 后 说 道 :“ 啊 ， 太 可 怜 了 ， 这 么 热 的 天 ， 河 蚌 们 的 小 外 都 干 了 啊 ， 你 
们 一 定 很 需要 水 是 吧 。 哦 ， 完 竟 发 生 了 什么 事 呢 ， 你 们 好 像 被 谁 踩 过 了 
的 样子 .……”， 她 边 说 边 将 我 们 全 都 拉 起 来 放 在 蜂 斗 菜 的 叶子 上 ， 然 后 
到 湖 边 将 我 们 放 进 了 清澈 的 湖水 中 。 


清 い 冷水 で スッ カリ 元気 を 尺 復 し , 大 へ ん 丈夫 に な り ま し た . そ 
こ で 始め て か の 女 た ち の 気性 を 探っ て 見 る と , 先 に 来 て , 私 を 踏み つ 
ぶし た に くら し い 女 , わる い 女 は サマ ュ ユン クル の 妹 で , 私 た ち を 和幸 み 
助け て 下さ っ た 若い 娘 き ん 汰 や か な 方 は . オキ キリ ムイ の 妹 な の で あぁ 
り ま し た . 


得 到 清凉 湖水 的 滋润 ， 我 们 彻 撒 恢复 了 元 气 ， 吴 体 健 壮 充 盘 了 起 
来 。 这 时 我 们 才 试 看 揣测 了 这 两 个 女人 的 来 历 ， 我 们 知道 了 ， 先 来 的 那 


个 踩踏 我 们 的 、 可 异 的 、 本 性 恶 的 女人 是 类 人 神 三 的 妹妹 ， 而 可 怜 、 帮 
助 我 们 的 年 轻 、 贤 淑 的 姑娘 则 是 人 类 始祖 的 妹妹 。 


サマ ユン クル の 妹 は 悪 ら る し い の で , その 粟 畑 を 枯らし て し まい , 
オキ キリ ムイ の 妹 の その 和栗 畑 を ば ょ よく 実ら せま し た . 


类 人 神 的 妹妹 令 人 届 恶 ， 我 们 就 让 她 地 里 的 桶 米 枯 鞭 ， 而 让 人 类 始 
邊 妹妹 的 栗 米 地 里 2 出 丰硕 的 合生 


その 年 に , オキ キリ ムイ の 妹 は 大 そう 多く 収穫 を し まし た . 
那 一 年 ， 人 类 始祖 的 妹妹 获得 了 大 丰收 。 


私 の 故 為 で そう な っ た 事 を 知っ て , 沼 具 の 殻 で 粟 の 穂 を 摘み まし 
た . それ か ら , 毎年 , 人 間 の 女 た ち は 栗 の 穂 を 摘む 時 は 沼 具 の 殻 を 使 
う 様 に な っ た の で す . 


她 知道 是 由 于 我 们 的 帮助 才 获得 了 丰收 ， 便 特意 用 河 蚌 的 元 来 采摘 
成 熟 的 谷 穗 ， 让 我 们 也 能 一 同感 受 丰 收 的 辟 悦 。 从 那 以 后 ， 每 年 ， 人 类 
台 祖 后 代 的 女人 们 在 采摘 谷 穗 时 ， 痢 会 使 用 河 昨 的 充 。 


どっ) ーー つの ' 沼 貝 が 物語 り ま し た . 


一 一 以 上 就 是 一 个 河 蚌 所 讲 的 故事 。 


1. 类 人 神 本 质 是 神 ， 但 和 人 的 表现 无 异 ， 传 说 中 他 和 人 类 始祖 也 是 兄弟 关系 。 


